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 第12回  
日本ファシリティマネジメント大賞  JFMA賞

ファシリティ
マネジャー

の仕事

●特集

平永 那々子 フロンティアコンサルティング

私のミッションのひとつは、
自分のオフィスが社員にとって
お客様や家族に魅せる、
自慢したいオフィスにすること。

高松空港
道の駅八王子滝山
商業施設
オークラ ニッコー ホテルマネジメント
三菱UFJモルガン・スタンレー証券
鴨川シーワールド
サービス付き高齢者向け住宅 銀木犀

社会や時代の変化を先取りし、
　　　            ユーザーニーズに応える 

さまざまな施設を
    マネジメントする

ひと・まち・情報 創造館 武蔵野プレイス ―「アクションの連鎖」―
東京都武蔵野市　武蔵野生涯学習振興事業団
創造的ＦＭ手法による公民のパートナーシップの実現 
―我が国最大の病院 PFI 事業―
多摩医療 PFI 
グループ協働を促進するFM 
―その会話から生まれる 未来とつながる―
キユーピー

特別寄稿
インフラ維持補修・
更新費の中長期展望
内閣府 貴田 勝太郎

松島 大樹



主催 ： 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

FACILITY

MANAGEMENT

AWARD

第13回 日本ファシリティマネジメント大賞2019

■ 優秀ファシリティマネジメント賞
FMの手法を取入れ、
優れた成果を上げている活動
※建物やワークプレイスの作品としての優劣を競うものではありません

■ 技術賞
FMに関連する新しい手法・技術の取組み

■ 功績賞
FMに関する優れた論文、出版、その他の活動

● エントリー期間 ： 2018年7月1日～7月31日
● 応募期間 ： 2018年7月1日～8月31日
● 発　　表 ： 2018年12月
● 表　　彰 ： 2019年2月

●応募要項はHPに掲載
http://www.jfma.or.jp/award/index.html

7月よりエントリー
開始です！

委員長       北川  正恭　  （早稲田大学 名誉教授）

副委員長  深尾  精一　  （首都大学東京  名誉教授）

委員           安達  功　      （株式会社日経ＢＰ  執行役員）

鎌田  元康　  （東京大学  名誉教授）

栗田  豊滋　  （経済産業省  製造産業局  生活製品課  企画官）

住田 浩典      （国土交通省大臣官房  官庁営繕部長）

長澤  泰　　  （東京大学・工学院大学 名誉教授）

村田  博文　  （株式会社財界研究所  代表取締役）

柳澤  忠　      （名古屋大学・名古屋市立大学  名誉教授）

米倉  誠一郎  （法政大学大学院  教授・一橋大学  特任教授）

成田  一郎　   （公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会  専務理事）

予定 ( 委員以下 50 音順 敬称略 )

スケジュール

審査委員

賞
ジャフマ

最優秀FM賞（鵜澤賞）
武蔵野市、公益財団法人武蔵野生涯学習振興事業団

第12回JFMA賞
受賞例から

優秀FM賞
多摩医療PFI株式会社

技術賞
リユース・パートナー株式会社

特別賞
魚町サンロード商店街協同組合

優秀FM賞
キユーピー株式会社

特別賞
吉原住宅有限会社
株式会社スペースRデザイン

ジャフマ

e-mall : info@jfma.or.jp

募集

公益社団法人  日本ファシリティマネジメント協会　

〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町2-13-6 浜町ビル6F     TEL: 03-6912-1177　FAX: 03-6912-1178　http://www.jfma.or.jp

（JFMA賞 QRコード入れる）

JFMAロゴ
公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（JFMA/ジャフマ）
〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町 2-13-6 浜町ビル 6F
電話：03-6912-1177
FAX：03-6912-1178
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第12回 日本ファシリティマネジメント大賞  J
ジャフマ

FMA賞 

04   最優秀ファシリティマネジメント賞（鵜澤賞）

ひと・まち・情報 創造館 武蔵野プレイス―「アクションの連鎖」―
武蔵野市/公益財団法人武蔵野生涯学習振興事業団

06   優秀ファシリティマネジメント賞

創造的ＦＭ手法による公民のパートナーシップの実現―我が国最大の病院PFI事業―
多摩医療PFI株式会社

08   優秀ファシリティマネジメント賞

グループ協働を促進するFM―その会話から生まれる 未来とつながる―
キユーピー株式会社

10   インフラ維持補修・更新費の中長期展望
貴田 勝太郎・松島 大樹　内閣府

14   さまざまな施設をマネジメントする     
社会や時代の変化を先取りし、ユーザーニーズに応える

16   ● 空港　高松空港
一体的な運営と施設への投資で四国瀬戸内ナンバーワンの国際空港をめざす
渡部 哲也　高松空港株式会社 

20   ● 道の駅　道の駅八王子滝山
東京で唯一の道の駅。地域の農家と消費者をつなぎ、八王子の魅力を発信
西田 直行　道の駅八王子滝山 

24   ● 商業施設　EC化の進展と商業床の再検討
商業施設におけるファシリティマネジメント
池澤 威郎　名古屋市立大学 

28   ● ホテル　オークラ ニッコー ホテルマネジメント
3つのホテルブランドを展開する日本発グローバルホテルオペレーターのFM
大原 一之　株式会社オークラ ニッコー ホテルマネジメント 

32   ● 金融機関　三菱UFJモルガン・スタンレー証券
個室やグレード感のある内装でじっくり相談できる雰囲気づくり
勝又 裕二・橋爪 彰一・金田 信二　三菱UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社

36   ● 水族館　鴨川シーワールド
清潔感のある水の中の生き物を見ていただきたい
木下 精一郎　鴨川シーワールド 

 40   ● 高齢者向け住宅　銀木犀 鎌ヶ谷富岡
駄菓子屋やカフェの運営で地域とのゆるやかなつながりをつくる
大下 誠人　サービス付き高齢者向け住宅 銀木犀 鎌ヶ谷富岡 

44　 FM研究・教育  ⓰  FMは学びと社会をつなぐ課題解決ツール   
　　　　　　　       工藤 雅世　青森大学

46　 公共FM   ⓯  盛岡市の公共施設マネジメント ―施設保有最適化と長寿命化―
    　　                  上森 貞行    盛岡市

48　 ファシリティマネジャーの仕事   ⓰  気持ちよく、働ける職場をめざして   
     平永 那々子　株式会社フロンティアコンサルティング

50　Topics　新部会「こころとからだのウェルビーイング研究部会」が発足
高原  良　こころとからだのウェルビーイング研究部会  株式会社イトーキ 

FMのISO国際規格、ISO 41001の発行によせて
川村 正夫　JFMA　ISO 推進部長

52　ご案内/ご報告 

特別寄稿

特集

連載

JFMA事務局

FACILITY

MANAGEMENT

AWARD
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 最優秀ファシリティマネジメント賞（鵜澤賞）

地域の賑わいや活性化に
　ひと・まち・情報 創造館 武蔵野プレイス( 以下、武蔵野プ

レイス) は2011年7月にJR 中央線武蔵境駅の南口駅前に開

館しました。基幹機能となる図書館と生涯学習支援、市民活動

支援、青少年活動支援という4 つの機能を集めた施設です。年

間195万人の来館者があり、2017年7月には延べ来館者数が

1,000万人を超え、武蔵境のランドマークとなっています。

　武蔵野生涯学習振興事業団が、指定管理者として運営・維

持管理を行っています。北側の公園と一体的な管理をするこ

とで、有機的なつながりもできています。武蔵野プレイスの整

備と同時期に、鉄道の高架化や南北自由通路が実現され、利

便性やまちのイメージが向上しました。市民にも地域に対す

る誇りが生まれ、街全体が活気づいています。

気付きや出会いを誘発する空間
　一般に複合施設は複数の機能が1 つの建物にあるという

だけで、管理主体は別々で、各々にオフィスがあります。しか

し、この施設は、従来の枠組みを超えた管理方法や配置の工

夫などで、複数の機能が集まるメリットを最大限に活かし、利

用者の多様な活動や利用のために、これまでにない新しい価

値を持つ施設としました。

　利用者の利便性を考えて9時30分から22時まで開館して

います。さまざまな活動に対応できるように、各階は大きさの

異なるルームが緩やかにつながっています。この空間を自由

に回遊できる、空間ブラウジングというコンセプトによって施

設配置をしていることが特徴です。来館者は、意識することな

く、来館目的以外の活動や情報にも自然に触れることになり、

さまざまな気づきや出会いが生まれています。そういった場、

プレイスをつくることが私たちのミッションです。それを実現

するためにハードとソフトは車の両輪であるといえます。

カフェでクールダウン
　地下2 階から地上2 階にある図書館は、さまざまな年代や

ライフスタイルに対応する滞在型図書館を目指しています。

ひと・まち・情報 創造館 武蔵野プレイス
―「アクションの連鎖」―

武蔵野市
公益財団法人武蔵野生涯学習振興事業団

(東京都武蔵野市）

蔵書数は図書18 万冊 、雑誌600 タイトル 、 新聞30 紙で、貸

出数は中央館をはるかに超えています。

　1 階のカフェには本の持ち込みも自由です。さらに17 時か

らはアルコールも提供しています。ビジネスパーソンは仕事

が忙しく、なかなか公共施設を利用できませんが、ここは夜10

時まで開館していますので、仕事帰りに立ち寄り、読書をしな

がらコーヒーやワインを飲んでクールダウンできる場所にした

いと考えました。

青少年の居場所づくり
　メインライブラリーを地下1 階に配置し、落ち着いた環境

をつくる一方、2 階にはこどもライブラリーや生活関連図書

をテーマごとに並べたテーマライブラリーを配置すること

で、お子さん連れの方も安心して滞在でき、親も子も一緒に

楽しめます。

　地下2 階のアート＆ティーンズライブラリーは、芸術・美術

系の本や青少年向けの本・雑誌を集めています。その隣にあ

るティーンズスタジオでは、楽器演奏やダンスのできる部屋が

あり、読書やおしゃべりなどができるスタジオラウンジがあり

ます。ここでは勉強も音楽も飲食も可能です。電気ポットや電

子レンジも用意してあります。多い時で1 日600 人くらいが集

まります。

　個人は以前にもましてコミュニティから遊離した状況に置

かれやすくなっています。交流できる場として公共施設はこれ

までよりも重要度が増しているのではないかと考えています。

「目的利用」から「状況利用」へ形態を変化させ、末長く愛さ

れ、利用される公共施設であるためには、コンセプトを実現す

るための建物や設備とともに適切な運営が重要であり、機能

を進化させ、使い方はユーザーが進化させていく施設です。

JR武蔵境駅南口駅前にある武蔵野プレイス

●サービス提供者

有限会社 kwhg アーキテクツ
Cafe Fermata
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1階のパークラウンジ

地下1階  メインライブラリー

3階 さまざまなグループで賑わう市民活動エリア

講評●武蔵野市立の旧西部図書館を武蔵境駅前に移転拡充し、図書館、生涯学習センター、市民活動センター、青少年センターなどの複

数の機能を積極的に融合させた複合施設の活用に関する応募である。図書や活動を通して、ひとが出会い、知識や経験を共有・交換し

ながら、知的な創造や交流を生み出し、地域社会（まち）の活性化を深められるような活動支援型の公共施設をめざしている。青少年だ

けの利用スペース、会話のできる子供連れのスペース、社会人用の有料コワーキングスペースなど活発な活動を誘発する施設運営は、

高く評価できる。施設計画のブリーフィングの成果として、カフェなどニーズに裏付けされた施設と開館時間の長い運営などがあり、6

年目で、累計利用者数が1,000 万人を超える。 

フロア構成

パークラウンジにあるカフェ

講評 ： 審査委員会 委員長　北川 正恭
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 優秀ファシリティマネジメント賞

事業の特徴
　病院PFI 事業にFM 手法を導入した取り組みである。あらた

めてPFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）とは、

公共施設の設計・建設・維持管理及び運営に、民間の資金お

よびノウハウを活用し、公共サービスの提供を民間主導で行う

ことで、効果的かつ効率的な公共サービスの提供を図るという

考え方である。（日本PFI・PPP 協会HP より）

　弊社は、都立病院改革の一環として計画された都立多摩・

小児総合医療センターにおいて、PFI 事業を実施する特別目

的会社（Special Purpose Company、以下SPC）として2006

年に設立された。計画段階から、開院後の維持管理と運営を

15 年間自ら行うことを見据えて設計を行い・施工および開院

支援を行い、2010 年に開院してから8 年が経過した。

　開院後は、施設維持管理・食事の提供・検体検査・医療事

務・薬品や診療材料の調達など、幅広い運営業務を受託して

おり、特に「サービスプロバイダー業務」という、運営業務の統

括管理と経営支援機能の総合的なマネジメントを実施してい

る点が、本事業の最大の特徴である。（図表１）

大きな病院での幅広い業務
　両院は患者、家族、病院職員、委託企業従業員など、8,000

名以上が毎日過ごす生活の場、仕事の場であり、ひとつの社

会を形成している。ここで多様な職種がチーム医療のもとに

24 時間365 日ノンストップで高度医療を提供するためには、

従来の枠組みにとらわれないサービスの創造が必要と考え

た。そのため、FM の対象領域を下記のように分類し、それを

管理するためのインフラを構築した。

①5 つのマネジメント対象領域を設定　

医療施設の特殊性および、患者と医療職の中間に位置する当

社の立場を考慮し、東京都がSPC に要求した機能が発動する

しくみとして、まずは施設FM、情報FM、病院運営FM・診療医

器材FM・経営環境FM という5 つの領域に分類した。（図表2）

②全体最適を実現するしくみ・インフラの創造　

5 つの幅広い領域のマネジメントは経験したことのない試み

創造的ＦＭ手法による
公民のパートナーシップの実現

―我が国最大の病院PFI事業―
多摩医療PFI株式会社

(東京都府中市)

であったが、全ての業務プロセスを標準化・可視化・定量化

して横刺しで管理するしくみにより、提供するサービスの質の

全体最適を図っている。また、サービスレベルを持続的に向

上させるためには、属人的スキルに頼らないしくみも必要であ

る。そのため、従業員が共通で使える帳票や、誰もが報告しや

すい環境を用意した。ひとつの例としては（図表3）に示す職

員専用のコールセンターなどであり、ここに届いた声は今年で

10 万件を超え、各部署に自動でフィードバックされている。

FM 手法導入の効果
　ともすれば利害関係に陥りやすい顧客（病院）と受託者

（SPC）だが、SPC、病院職員、協力企業がインフラを共有して

PDCA を一緒に回していることにより、同じベクトルを向いて

成長しており、自律的に学習し続けている。全てのサービスを

民間事業者であるSPC が統括マネジメントできることで、業務

間のすき間の調整、客観的な指標に基づく業務改善が継続し

て実施でき、病院側と民間事業者間のパートナーシップが醸

成されている。

　また、同一事業者が建設から病院運営まで関わるというビ

ジネスモデルにより、運用変更や再投資などの案件に対して、

より迅速により効率よく対応することができ、利用者満足度や

効率性が向上してきている。今後も受賞を励みに良い病院と

なるよう取り組んでいきたい。

図表１　事業体制図

●サービス提供者

清水建設株式会社
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施設全景

講評●東京都立多摩総合医療センター（789 床）、東京都立小児総合医療センター（561 床）2 院による複合医療施設に関するFM 事例の

応募である。東京都がSPC に包括委託を行うPFI 事業で、日本の医療施設PFI では、最大の規模となる。SPC は、病院経営、医師・パラメ

ディカルの人事など医療コア業務をのぞいて、施設管理、情報管理、病院運営サービス、医療器材管理、経営支援などのサポート業務を

包括的にPFI 事業として受託している。開院以来7 年間の運営実績があり、医業経営の支援、情報管理を含む運営のBPO（ビジネスプロ

セスアウトソーシング）体制は、よく整備されており、医業を支援するサポートサービスとして、経営に貢献している。また、BCP 対応、

CO2 削減などで、大きな効果をあげている。

図表2　5つのマネジメント対象領

図表3　職員のためのコールセンター「サービスデスク」 図表4　BCPの一例　災害時にどこまで電気が使えるか、実際に�全館停電状態をつくり、
                                        負荷をかけながら決定した

講評 ： 審査委員会 委員長　北川 正恭
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優秀ファシリティマネジメント賞

オフィスコンセプト
　「その会話から生まれる　未来とつながる」これが私たちの

オフィスコンセプトです。チーム内のコミュニケーションも、他

部署との協働も、お客様とのふれあいも、全ては「会話」から

はじまります。シナジーを最大化するのに最も大切なのは「会

話」であると考えました。「会話」を誘発し、未来とつながる新

たな価値を生む。このようなオフィスをめざして、私達は新し

いワークスタイルに挑戦してきました。

仙川キユーポートができるまで
● プロジェクト体制

　仙川キユーポート開設時には100 名以上の人が参画し、

未来の働き方を描く、ボトムアップ型プロジェクト体制としまし

た。こだわったことは、図表1 のとおりです。
● 現在の仙川キユーポートの運営体制

　グループ各社が集まる単なる雑居ビルではなく、グループ

協働で新たな価値を生み出し、よりよくしていくために、皆で

集まり方針を出すという自治会的な運営とし、役割・機能毎

に、各社社長のキユーポート推進会議、キユーポート会議、キ

ユーポートコミュニティのボトムアップ型のプロジェクト体制

としています。

仙川キユーポートのめざす働き方
● オフィス全体がワークプレイス

　執務エリアはグループアドレスで運用し、座席数は固定化

しないよう、あえて8 ～９割前後に設定。業務のつながりを考

えて、座席を決めています。
● 最適な場所を自ら選ぶ

　座席が足りない時には、積極的に共有で自由に使用できる

「誰でもデスク」やカフェと呼ぶ社員食堂などを活用し、普段

とは違ったまわりの光景や会話に、新たな気づきが生まれる

ことを期待しています。
● オフィスの外でも場所を選べる

　渋谷オフィス、中河原研修センターと連携したサテライトオ

グループ協働を促進するFM
―その会話から生まれる 未来とつながる―

キユーピー株式会社
（東京都調布市）

フィスや、在宅勤務の取り組みにも挑んでいます。行動力を高

めることで、新しい発想で仕事ができることをめざしています。
● 人と人とのつながりを深める

　仙川キユーポートに来てから、仕事のスピードが速くなった

と実感する人が増えてきました。みんながここに集り、会話を

することで、深い意図まで理解し合えたり、その先のことまで話

が進むためです。一方で、知らない人には話しかけにくいです

が、ホームタウンと名付けた社員検索システムで、相手の顔が

わかり、交流イベントに参加して、新しいつながりをつくってい

くことができます。
● 学びを大事にする

　まわりの取り組みをセミナー形式で深く聞ける企画も不定

期で開催しています。社内外のトレンドを知る場として、ものづ

くりの拠点として、お客様の声をみんなで活かしていけるよう、

カフェ出入口の掲示板に１週間毎に更新して掲示しています。
● 経営層から想いを伝える

　着任者向けのキユーポート説明会や、全体朝礼(1,000 人

以上参加の大集会) 等で、直接経営層からの話を聞くことがで

きる機会を創出しています。

仙川キユーポート部の役割・業務内容
　エネルギー管理、防火・防災管理、セキュリティ・警備、ス

ペース管理、什器管理、環境衛生管理、受付対応、会議室管

理、オフィスコンシェルジュ、健康管理室運営、カフェテリア管

理、設備点検、修繕対応等々現在28 名で運営しています。

　仙川キユーポートの環境を活かした働き方改革の取り組

みや、「食」「運動」をキーワードにオフィスにいながら健康を

意識できる健康経営の取り組みや、家族や社外の方との交流

の取り組みを行っています。（図表2）

謝辞
　JFMA との出会いにより、私たちの業務は、FM そのもので

あることに気づきました。仙川キユーポート部は各部門から集

められたメンバーで構成されており、提供するサービスもすぐ

できること、できないことがあります。これからは、メンバーが

FM を学び習得することにより、より質の高いサービスを提供

し、第四の経営基盤を盤石にして、経営に貢献できる部署とし

ていきます。

●サービス提供者

大成建設株式会社
コクヨ株式会社
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図表2　効果の検証とPDCA

講評●2013 年に竣工・開設した同社の研究開発拠点、仙川キユーポートの活用に関する応募である。同社のファシリティは、2016 年
に渋谷本社（市場づくり）、仙川キユーポート（ものづくりと新価値づくり）、中河原研修センター（人づくり）の3 機能に統合再編成
された。仙川キユーポートでは、4 年間の運営実績がある。同オフィスは、研究開発の拠点と同時に、19 社あるグループ会社のオフィス
でもある。経営方針を受けてグループ各社が協働して商品開発に臨む場として機能しており、経営に貢献している。オフィスと研究施
設を交互に積層したスタッキング、内周と外周の二重の平面計画など、施設プログラムがよくできている。運営体制は、19 社の会議体
中心で、FM を担当するキユーポート部スタッフは、本社の人員で、キユーポートのめざす姿（＝グループ協働）の推進役や働きやすく
成果の出しやすいオフィス環境づくりを担っており、グループアドレスによるワークプレイスの活用などで効果を発揮している。今後
必要となる、建物の計画的保全を含めたFM の統括マネジメント体制の発展・充実を期待したい。

図表1　仙川キューポートができるまで東京都調布市にある仙川キユーポート

講評 ： 審査委員会 委員長　北川 正恭
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1. 内閣府による最新の試算
　高度成長期以降に集中的に整備された道路・橋

梁やトンネルといったインフラが一斉に老朽化する

ことをはじめインフラの老朽化は深刻な問題であ

り、2013 年にインフラ老朽化対策の推進に関す

る関係省庁連絡会議において「インフラ長寿命化

基本計画」が策定されるなど、政府において対策

が進められているところである。

　並行して、経済財政諮問会議注 1）においても、

財政への中長期的なインパクトを含めてインフラの

老朽化について議論されており、有識者議員から

は中長期的な社会資本の維持管理・更新費用の

姿を示すよう問題意識が提示された。それを受け

て、内閣府政策統括官（経済社会システム担当）

においてインフラ維持補修・更新費を試算し、そ

の中長期展望を経済財政諮問会議に報告した。本

稿にその内容を示す。

2. インフラ維持補修・更新費の試算
　内閣府政策統括官（経済社会システム担当）で

は、1960 年代から、社会資本の現状を把握する

ために社会資本ストック推計を実施している。近年

は 5 年ごとに公表しており、2014 年度末までの

推計値をとりまとめた「日本の社会資本 2017」（以

下、IOJ 注 2）
 という）を昨年 12 月に公表した。こ

れは我が国において部門ごとに社会資本ストックを

推計している唯一の統計である。

　本稿で示すインフラ維持補修・更新費は、IOJ

を活用し、現状（2014 年度時点）のストック量

を維持したまま単純事後更新を行った場合の試算

額である。

(1) 試算方法

　IOJ を活用した将来の社会資本の維持補修・更

新費の試算においては、2014 年度の粗資本ストッ

ク注 3） 量の水準を維持するための必要な投資額を

インフラ維持補修・
更新費の中長期展望

貴田 勝太郎 きだ しょうたろう

内閣府 政策統括官（経済社会システム担当）付
参事官（社会基盤担当）付 参事官補佐

図表 1　単純事後更新を行った場合の維持補修・更新費の試算額の推移

公共建築物：

公共賃貸住宅、廃棄物処理、文教施設（学校施設、社会教育施設等）、

庁舎

土木インフラ：

道路、港湾、航空、鉄道、下水道、水道、都市公園、治水、治山、海岸、

農林漁業、国有林、工業用水道

松島 大樹 まつしま ひろき

内閣府 政策統括官（経済社会システム担当）付
参事官（社会基盤担当）付 政策調査員

特別寄稿
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試算している。なお、ストック量に影響しない日常

的維持補修費（清掃、点検等）やストック量を増

加させる更新時の機能の高度化、新設投資は考慮

していない。また、郵便部門は事業主体が地方公

共団体ではないため除外している。

(2) 試算結果

　全国の将来の社会資本の維持補修・更新費用

の試算結果を図表 1 に示す。2015 年度時点では

約 9 兆円と試算され、2054 年度時点では約 16

兆円となり 2015 年度比で 1.75 倍となることが試

算された。維持補修・更新費の伸び率や 2015 年

度から 2054 年度の総額を図表 2 に示す。

　今後、高度成長期以降に集中的に整備されたイ

ンフラが一斉に老朽化する。これらのインフラにつ

いて、速やかに計画的な維持補修が行われない場

合、中長期的な維持補修・更新に係るトータルコ

ストが増加することが示された。

 

3. 公共施設等総合管理計画における
　 取り組み

　地方公共団体においては、インフラの維持管理・

更新等を着実に推進するための中期的な取り組み

の方向性を明らかにする計画として、公共施設等

総合管理計画を策定している。

　公共施設等総合管理計画において、インフラ維

持修繕・更新等に要する将来の費用について、長

寿命化等の対策を行った場合の費用と対策を行わ

なかった場合の費用が読み取れる 189 団体（都

道府県 6 団体、政令指定都市 5 団体、政令指定

都市を除く市町村 178 団体）を基に、中長期的

な維持補修・更新に係るトータルコストの増加抑

制効果を分析した。図表 3 のとおり、189 団体の

対策を行わなかった場合の費用と対策を行った場

合の費用をそれぞれ合計して比較したところ、対

策を行った場合の削減率は 24％と試算された。

　対策の内容については、長寿命化は、多くの団

体で検討され、公共建築物・土木インフラとも取

り組むことができるため、大きな削減額が期待でき

る一方、統廃合等による施設の縮減は、効果額を

記載している団体が比較的少なく、対象も公共建

築物に限定されるため、全体に対する削減率は一

定程度にとどまっていた。

4. 長寿命化等による
   維持補修・更新費の増加抑制のイメージ

　公共施設等総合管理計画における削減効果を

考慮して、長寿命化等による維持補修・更新費の

図表 2　維持補修・更新費の伸び率（年率）

特別寄稿●インフラ維持補修・更新費の中長期展望
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増加抑制のイメージを試算した。図表 4 のとおり、

189 の地方公共団体で目標としている取り組みを

実現し、かつ全国で徹底した場合、189 団体の加

重平均で 2015 年度比で 1.18 倍となっており、単

純事後更新を行った場合と比較して費用の増加が

相当程度抑制されることが期待される。さらなる費

用の抑制には、施設の長寿命化や集約化・複合

化に加え、PPP/PFI の推進や新技術の導入により

対策を強化することが必要である。

5. 今後の方向性
　本中長期展望を受けて、次のような取り組みが

必要であると考えている。

(1) 中長期展望の精緻化

　現状では、本中長期展望は、一部の地方公共

団体の削減率を用いており、単純事後更新を行っ

た場合を前提としているなど、限定された情報や多

くの仮定に基づくものである。また、現在行われて

いる維持補修・更新に関する費用が正確に把握さ

れていない事業分野もあり、現時点で適切な維持

補修・更新が行われているかどうか判断できない

状況にある。今後は取り組みを進める前提として、

各インフラ所管省庁において、現在の維持補修・

更新費を把握するとともに、中長期的な維持補修・

更新費の精緻化や「見える化」を行うことが必要

である。

(2) 長寿命化の徹底

　現状でも施設の長寿命化は多くの団体で検討が

進み、その効果も大きなものと見込まれている。

今後、各施設管理者が 2020 年度までに策定する

こととされている個別施設毎の長寿命化計画（以下、

「個別施設計画」という）の中で長寿命化の方向

性を具体化し、全国展開を図ることが必要である。

(3) 施設の集約化・複合化

　施設の集約化・複合化によって施設の総量を縮

減することで将来の維持補修・更新費や施設の運

営費を抑えることが可能であるが、方向性の提示

にとどまっている事例も多く、短期的に大きな効果

を期待することは難しいのが現状である。今後は、

個別施設計画策定の中で対象施設の特定や、集

約化・複合化等の実施方策の検討を進めるなど方

向性を具体化し、できる施設から集約化・複合化

を実施することが必要である。また、施設の集約化・

複合化を本格的に進めるためには、人口減少に対

応するよう、コンパクト・プラス・ネットワークの推

図表 3　公共施設等総合管理計画における削減効果

※１．2017 年 3 月 31 日時点の公共施設等総合管理計画において、「将来（30 年以上）」を記載している団体のうち、「将来（対策あり）」「将来（対策なし）」の両方を記載

している 189 団体の費用を合計。189 団体の費用算出期間の加重平均は約 40 年。

※２．189 団体の中で、公共施設等総合管理計画から「長寿命化による効果」、「施設の縮減による効果」が読み取れる団体の費用を合計。読み取れる一部の団体の費用のため、

合計は 189 団体の削減額と一致しない。また、読み取れない団体の中には、取組の検討を行っていたり、効果が盛り込まれている団体も存在することに留意が必要。

※３．189 団体の削減率を長寿命化による削減額（231,532 百万円）と施設の縮減による削減額（41,745 百万円）で按分した。
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進により長期的に都市構造を変革していくことが必

要である。

(4) 新たな取り組み

　施設の長寿命化や集約化・複合化に加え、新技

術・データの利活用や PPP/PFI の推進により、維

持管理の効率化を図るべきである。新技術・デー

タを利活用する際には、導入ありきではなく、現

在の業務のあり方を診断して、どのように業務の効

率化を図るか具体化しつつ行うことが重要である。

また、官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）

等のプラットフォーム等を活用して、新技術の開発

や現場実証・実装を進めることが重要である。　

　PPP/PFI の推進に当たっては、人口 20 万人以

上の地方公共団体における優先的検討規程の活用

を進めるとともに、地域の実情や運用状況、先行

事例を踏まえて、人口 20 万人未満の地方公共団

体にも推進することが重要である。                   ◀

注 1）  経済財政政策に関し、内閣総理大臣のリーダーシップを十全に発

揮させるとともに、関係国務大臣や有識者議員等の意見を十分に政策

形成に反映させることを目的として、内閣府に設置された合議制の機関。

注 2）   Infrastructure of Japan の略称。

注 3）  現存する固定資産について評価時点で新品として調達する価格で

評価した価値。

＜試算の前提＞

※ 1　単純事後更新を行った場合の維持補修・更新費は、郵便部門を

除く2014 年度のストック量の水準を維持するために必要な投資

額を試算したもの。耐用年数は社会資本ストック推計における部

門別の値を使っている。なお、施設の運営費やストック量に影響

しない日常的維持補修費（清掃、点検等）、新設投資等は考慮し

ていない。

※ 2　更新には新設と同じ費用がかからない場合があること、半永久的

に使用できるインフラもあることなどから、試算額が過大である

可能性がある。また、要求性能が上がることによる更新時の機能

の高度化のための費用、災害復旧費、除却費を算定していない

ため、試算額が過小になる可能性もある。このため、当該試算

値は相当幅をもって解釈されるべき値である。

※ 3　長寿命化等による維持補修・更新費の削減率は、公共施設等総

合管理計画において将来の費用について長寿命化等の対策を

行った場合の費用と行わなかった場合の費用を記載している 189

団体の削減率（表 1）を用いた。点線は、各年度の費用の伸び

率が単純事後更新の場合と比較して同一の割合で抑制されるも

のと想定して各年度の数値を機械的に配分したもので、年度毎

の推計値ではない。削減率は、189 団体でばらつきがあるため、

ストックの規模を考慮した第 1 四分位から第 3 四分位までの幅を

もった数値としている。

※ 4　対策効果の試算は、一部の地方公共団体（189 団体）の公共施

設等総合管理計画における削減率を活用して全ての社会資本に

ついて試算したものであり、各施設の劣化度合い等の個別施設

の実態に即した精緻な試算ではない。

特別寄稿●インフラ維持補修・更新費の中長期展望

図表 4　長寿命化等による維持補修・更新費の増加抑制のイメージ

長寿命化、集約化・複合化、PPP/PFI、
新技術導入により対策を強化

189団体の加重平均
2015年度比1.18倍
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　働き方改革や健康経営を実現するためにワー
クプレイスが注目されています。ワークプレイスの
構築や運営はファシリティマネジメント（FM）の
大きなテーマのひとつです。また公共分野では、
公共施設やインフラの長寿命化や全体最適化を
図るために FM の手法が取り入れられ、成果を
あげています。
　でも、FM の対象はワークプレイスや公共施設だけ

ではありません。今年1 月に発刊された『公式ガイド 
ファシリティマネジメント』の第4 部では、広がる
FM として、各種施設のFM の取り組みが紹介
されています。
　そこで本号では、さまざまな業種や施設のFMを
紹介します。ファシリティがある限り、FM が必要にな
る…。自明のことですが、今回の取材を通して、各業
種にはそれぞれFM の専門家がいて、FM が実践
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●道の駅　道の駅八王子滝山　 P20

「道の駅八王子滝山」は東京で唯一の道の駅。
地場産の野菜をはじめ、八王子の特産品を販売して
年間9億円の売り上げがある。
顧客の7割を市民や近隣地域住民が占め、
生産者と消費者、地域をつなぐ存在に。

●ホテル　オークラ ニッコー ホテルマネジメント　 P28

日本発のグローバルホテルオペレーターとして
国内外で多数のホテルを運営する

「オークラ ニッコー ホテルマネジメント」では、
FMを経営基盤と位置付け、
国内外のホテルのファシリティを一元的に管理している。

●空港　高松空港　 P16

2018年4月に民営化した「高松空港」では、
滑走路やターミナルビル、貨物ビル、駐車場などを
一体的に運営することで、
航空ネットワークの充実、内外の交流人口の
拡大による地域活性化を図る。

●商業施設　EC化の進展と商業床の再検討　 P24

地方、都心部を含め今、商業施設のFMは転換点を迎えている。
EC化の進展により、リアル店舗は、
ファシリティの意味を再構成し、
新たな顧客価値の提案が求められるようになっている。



社会や時代の変化を先取りし、
　　　            ユーザーニーズに応える 

されていることを改めて認識しました。
　商業施設やホテルなどは、ファシリティ自体が事業
のコアとして直接的な価値を生み出します。ユーザー

（利用者、顧客、地域など）がその場所に行くことで
体験できる価値を提供しなければなりません。また働
く人にとってもよりよい環境づくりが必要です。つまり、
常にユーザーのニーズや時代の変化に応え、ファシ
リティやサービスの価値を高めていくことが求められ

るのです。そのための投資や運営は、そのまま経営
戦略とリンクしています。それを支えるのがFMです。
　建設プロジェクトでは、計画段階からFM部門の
メンバーが参画しています。収益性や環境効率を
高めるためには、ファシリティコストやエネルギー使
用量のデータを集め、分析し、水平展開していくこ
とが必要です。現場でファシリティを担うスタッフと
の信頼関係や情報共有も欠かせません。

●高齢者向け住宅　銀木犀　 P40

既成概念にとらわれない新しい高齢者の住宅をめざす
「サービス付き高齢者向け住宅 銀木犀」は、

食堂をカフェとして近隣の人に開放し、
駄菓子屋を併設することで、
高齢者と地域の人をゆるやかにつなぐ。

●水族館　鴨川シーワールド　 P36

「鴨川シ―ワールド」は1970年の開館以来、
水族館の役割やニーズの変化に合わせた改修や増築を行い、
生息環境を再現した展示や
体験型プログラムなどを行っている。
水の管理と電力の安定供給がFMの鍵。
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●金融機関　三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券　 P32

ネットやスマホアプリで株取引ができるようになり、
証券会社店舗の役割も変わってきた。

「三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券」では、
個室を多く用意し、
ゆっくり相談できる環境づくりをしている。
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2018年4月に民営化がスタート
　国が管理する空港の民営化としては、仙台空港に

続き 2 番目となります。滑走路などの航空系事業と

ビル施設等事業を一体的に運営することで、航空ネッ

トワークの充実、内外の交流人口の拡大による地域

活性化を図ることが民営化の目的です。

一体的な運営と施設への投資で
四国瀬戸内ナンバーワンの
国際空港をめざす
空港

高松空港 

金融機関

人や物が行きかう空港は、まさにファシリティマネジメントの視点による運営が必要となる施設です。全国の空

港では民営化が進められており、仙台空港に続き、2018年4月1日に高松空港が民営化されました。滑走路や

ターミナルビル、貨物ビル、駐車場などを一体的に運営する高松空港株式会社の渡部哲也社長に今後の計画

などについてうかがいました。

空港

渡部 哲也　わたなべ てつや

高松空港株式会社代表取締役社長
認定ファシリティマネジャー

　当社は、三菱地所、大成建設、パシフィックコン

サルタンツ、高松シンボルタワーを運営するシンボ

ルタワー開発の４社により2017 年 9 月に設立され、

その後、香川県、高松市からも出資を受けております。

国が管理していた滑走路やそれに付随する航空施設

を当社が運営するコンセッション方式です。空港ビ

●❶
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概念は幅が広いので、そういった意味ではまだまだ

これからといったところです。

　鉄道会社では、軌道などのインフラ、駅と駅に付

随する施設や設備、集客施設なども含めてすべてを

一体的に運営されています。私たちが行っていること

は、それに似ています。

　民営化後も管制塔は国の管轄ですが、滑走路など

の航空施設は、われわれの管轄となりました。これま

で国がしっかりと管理されてきましたが、変わらず安

心安全を最優先に管理していきます。民営化により就

航便数を増加させ、お客さまを増やすといったことも

一体的に取り組むことができます。民間会社ですので

当然、効率性が求められます。資産の有効活用や効

率性については、これから組み立てていくところです。

　既存の空港ですのでできることは限られますが、

365 日稼働している中で、将来の旅客数増に対応し

ていくための空間づくりをしています。４月１日の民

営化スタートに合わせて国内線搭乗待合室の拡張・リ

ニューアルをしました。さらに駐車場の事前精算やカー

シェアリングなど利用者の利便性向上のための新たな

サービスも開始しています。

　瀬戸内には、尾道・今治間を結ぶ全長 80km のサイ

クリングロード、しまなみ海道をはじめ、小豆島を 1 周

ルは、建物を所有、運営する第三セクターの株式を

100％取得して運営しています。

　旧空港が 1958 年に供用開始し、1989 年に現在

の場所に移転。空港ビルも同年に開業しました。国

内線は羽田、成田、沖縄に、国際線はソウル、上海、

台北、香港に就航しています。

　四国瀬戸内でナンバーワンの国際空港をめざし、

2032 年度の利用者を 17 年度の約 1.5 倍となる

307 万人まで増やす計画を立てています。私たちが

目標としていることは、地域の活性化です。 地域が

成長していくためには、交流人口を増やすことが必

要です。それは空港を利用する人が増えることでもあ

ります。その結果として収益が増え、それを投資して、

空港を利用する人がさらに増えていく。どれかが欠

けてもうまくまわっていきません。成長目標実現のた

め、空港活性化を目的とした設備投資は 5 年間で総

額 57 億円、空港機能維持を目的とする設備投資は

5 年間で総額約 17 億円を予定しています。

FMの視点を取り入れた施設整備と運営
　空港運営をしっかりと理解したうえで、果たすべき

役割や機能をまわしていかなければなりません。私

も FM の教科書を読み試験を受けましたが、FM の

●❸

●❷

❶ 旅客ビル正面外観
❷ 「Memory of Setouchi 瀬戸内のかけら」をコンセプトにリニューアル

した国内線搭乗待合室
❸ 庵治石の床、さぬきの伝統工芸、組手障子を連想させる格子組の天

井の旧貴賓室も搭乗待合室の一部として開放
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できるサイクリングコースもあります。自治体も力を入れ

ており、海外からもサイクリングを楽しむためにたくさん

の方がみえます。それらに対応すべく高松空港にもサイ

クルステーションを整備し、自転車を組み立てるための

工具やスペースを設けています。また四国ならではで

すが、お遍路さんの着替えのためのスペースもあります。 

　今後は商業空間や国際線乗り場を整備していく計

画です。配置計画をベースに、まずは事務所棟建設

に着手します。当社だけでなく、航空会社などのオ

フィスも入っているので、働きやすさや今後の展開な

ども考えていくことが必要です。

食事や買い物を楽しめる魅力ある場所に
　利用者の視点を一番に考えて、快適で利用しやす

い空港にしていくことも大きな目標です。気持ちよく

使っていただくことが大事だと思います。 高松空港

を利用する方の多くは、香川や四国の観光地を訪れ

る方です。空港は通過地点かもしれませんが、到着

された時は、四国や香川の魅力や雰囲気を感じてい

ただけることが大切ですし、旅立つ時には、余韻を

楽しんでいただけることをめざしています。

　四国、香川県は、海外からの旅客者数、 宿泊者数

ともに伸びています。国際線に搭乗する方は比較的

早めに空港に入られて、 保安検査場を通った後のク

リーンエリアと呼ばれる場所で、ゆっくり過ごされます。

一方で国内線は、ぎりぎりの時間に空港に来て飛行

機に乗るだけという方も多いのです。搭乗者が集中す

ると保安検査場も混雑するので、できるだけ早めにク

リーンエリアに入っていただけるようにしていきます。

現在は、レストランや土産物店のほとんどがクリーン

エリア外にありますが、クリーンエリア内に食事や買

い物ができる場所があれば、より充実した時間を過ご

していただけます。ゆっくりと四国や香川での余韻を

楽しめる場所にしていきたいですね。レストランではう

どんだけでなく、瀬戸内の新鮮な魚も味わっていただ

きたいと思います。魅力的な商業施設をつくることで、

利用者の満足度も高まり、売り上げも上がります。そ

れをエアライン誘致の原資にしていく計画です。

地域活性化の旗振り役に
　民営化のマスタープランとして、地域のベストパー

トナーとなり、地域の魅力を向上させることを掲げ

ています。地域の空港として地域活性化の旗振り役

をしていきます。私は高校まで地元でしたので、地

●❷

事務所棟の
新設

旅客ビルの
増設

駐車容量の
拡大

既存旅客ビルの
リニューアル

LCC対応
搭乗施設

LCC対応
スポット

スポットの
拡大

旅客数　307万人（国内 225万人・国際 82万人）

路線数　13路線（国内 6路線・国際 7路線）

便　数　国内 23便 /日・国際 51便 /週

貨　物　1.7万トン　

●❺

●❹
❹ 計画パース
❺ フードコートイメージ

●❻

❻ 到着ロビーイメージ
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域に貢献できることはうれしい限りです。私たちにで

きることには限りがありますから、皆さんと協力し、

一緒に進めていきたいと考えています。

　高松駅や高松港とのアクセスをさらに充実させてい

く計画です。四国・瀬戸内の主要都市や観光地を結

ぶ交通を充実させていくための協議をしています。さ

まざまな関係者の方にお声がけをして、提案をいた

だくこともありますし、こちらから提案することもあり

ます。 採算が合わなければ事業化できませんので、

利用者を含めさまざまな関係者が win-win の関係に

なるように全体最適を図っていきたいと思います。

これまで積み重ねてきたものを生かす
　空港ではさまざまな人が働いています。概算ですが、

空港会社とビル会社で約 70 名、国の管轄の管制塔、

航空会社のスタッフ、消防、警察、警備の専門家、

貨物もありますので物流会社なども含めると延 300 人

以上の人がいます。現在、空港全体の地震避難、復

旧計画を整備しています。

　制限エリア内は安全安心が最優先ですので、人の

制限もあります。出発時の保安検査はお客さまに対し

て航空会社が行っています。民営化後も、そこは変わ

りません。空港ビル自体は、建物としてのセキュリティ

の組み方があります。保安検査場の場所や保安検査

員の数、外周のフェンスなど、空港の規模に応じて細

かな国の基準があります。これらを国の指導や要員支

援を得て今までと同じ水準を保つべく努めています。

　清掃や警備は専門の会社に委託しています。飛行

機の清掃は航空会社系の会社が 2 社あります。ビル

は別の清掃会社が担当しています。保安検査は航空

会社が、ビルの警備はビル会社が発注しています。 

滑走路周辺のパトロールは空港会社が行っていま

す。警備ひとつをとっても内容が大きく違います。そ

れを一緒くたにすることはできません。一括発注で一

気に効率化できるのではないかといわれますが、空

港には複数の主体による責任分界点があります。

　この空港ができてから 30 年、その前からも飛行

場はあったわけですから、いろいろな仕組みの中で

確立されてきたことを、民営化だからといってドラス

ティックに変えてしまうとうまくいかない部分もあると

考えています。これまで積み重ねてきたことを一挙に

崩してしまうと、よいものまでもが失われてしまう可

能性もあります。そういう意味でも FM の視点をしっ

かりともち、進めていきたいと考えています。        ◀︎

空港活性化を目的とする設備投資スケジュール（予定） 工具スタンド（円内）を備えたサイクルステーション

商業施設の拡大

既存

魅力的な商業施設づくり

改修後
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7 割が市内を中心とした地元客
　東京南西部、八王子市にある道の駅八王子滝山

は、都内で唯一の道の駅。八王子市により設置され、

NEXCO 中日本グループの中日本エクシスが指定管

理者として運営している。国道 16 号に隣接し、中

央自動車道の八王子インターには車で 5 分、首都

圏中央連絡自動車道（圏央道）のあきる野インター

や八王子南インターからも近く車でアクセスしやす

い。高尾山の帰りに立ち寄り八王子野菜やお土産を

購入する人も増えているという。2 つの駐車場を含

め、敷地面積は約 1 万㎡。営業時間は 9 時～ 21

時だが、第 1 駐車場と別棟のトイレは 24 時間利用

東京で唯一の道の駅
地域の農家と消費者をつなぎ、
八王子の魅力を発信
道の駅

道の駅八王子滝山

金融機関

地場産の新鮮な野菜やご当地グルメなどが人気の道の駅。1993年の誕生以来、年々増え続け、今では全国に

1,145駅（2018年4月25日現在）。国土交通省道路局の登録制で、道路利用者への安全で快適な道路交通環

境の提供及び地域の振興に寄与することを目的に創設されました。2007年に誕生した道の駅八王子滝山は、

都 内 唯 一 の 道 の 駅として、地 元 客で 賑わっています。副 駅 長 の 西 田 直 行さんに道 の 駅 の 運 営について

うかがいました。

道の駅

西田 直行　にしだ なおゆき

道の駅八王子滝山副駅長

●❶
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できる。道の駅は一般道路を利用する人が安心して

利用できる施設として、24 時間無料で利用できる

駐車場を備え、トイレなどの「休憩機能」、道路情

報、観光情報、緊急医療情報などの「情報提供機

能」、文化教養施設、観光レクリエーション施設など

の地域振興施設で地域と交流を図る「地域連携機

能」の 3 つの機能が求められている。

　道の駅の多くは観光地にあり、地元のお土産を揃

え、観光案内などを充実させているが、八王子滝山

は都市型道の駅に分類されている。「ここは地元の

方が多いので地場産の野菜売り場が広く、スーパー

のような感覚で使われています。他の道の駅との違

いは、リピーターが多いことです」と道の駅八王子

滝山副駅長の西田直行さんはいう。 利用者の約 7

割が八王子市内と近隣の市町村の人で、約 3 割が

観光や 23 区から地場産のものを求めて訪れる人た

ち。レジ通過者のカウントでは、1 日 2,000~3,000

人、売り上げは 1 人当たり 1,500 円から 2,000 円、 

年間売上は最大で 10 億円、ここ最近は 9 億円ほど

だという。

新鮮な農産物や地元の特産品
　農産物直売所、飲食コーナー（フードコート）、

交流ホールの 3 つで構成されている。建物に入ると

まず目に入るのが、八王子産の野菜を販売する農

産物直売所「ファーム滝山」。野菜の種類も量も多く、

八王子滝山の目玉になっている。瑞々しい野菜のタ

グには生産者の名前が書いてある。「お客さまの利

便性を考えて、地場産以外にも市場から仕入れた全

国の野菜も扱っています。道の駅ですので、国産の

品質の良いものを仕入れています」と西田さんは力

を込める。

　奥のフードコートには、４店舗がある。地元食

材を活かした惣菜を販売する「はちまきや」と絞

りたての牛乳を使ったソフトクリームやジェラート

を販売する金子牧場の「ミルクアイス MO-MO」

は、八王子市の支援のもと、市内の農家と酪農家

が出店した。「はちまきやは、農家の女性が集まっ

て自分たちの農園で採れた野菜を使ったお惣菜

を販売しています。店名はみなさんの頭文字です。

『TOKYO- X』というブランド豚を使ったお惣菜も

人気ですよ」と西田さん。

地元の農家と消費者を結ぶ直売所
　八王子市は都内でも農業に従事している人が多い。

「市の面積は広く、JR 八王子駅の南北では気候も変

わります。そのため、1 年を通して安定的に出荷が見

込めることも、八王子市に道の駅ができた理由です。

近隣の地域からも、道の駅をつくりたいというご相談

を受けますが、農産物の安定的な供給がネックにな

❶ 外光を取り入れたオープンな
施設内観全景

❷ 施設外観
❸ 新鮮な八王子産の野菜が並ぶ

農産物直売所「ファーム滝山」
❹ 朝どり卵も販売

●❷

●❸

●❹
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り断念される自治体もあります」と西田さんはいう。

　農産物直売所「ファーム滝山」は、 JA 八王子

の協力のもと、市内約 180 の農家が出荷組合を

つくり、出荷している。

　そもそも八王子に道の駅ができたのは、野菜の

大型直売場をつくることがきっかけだった。市内の

農家は、都市化による面積の縮小や兼業化などに

より市場での競争力を失いつつあった。一方で少

量多品種を生産し、消費者に近いことが強みでも

ある。「農家から、地産地消を進め、都市型農業

を続けていくために大型直売所をつくって欲しいと

いう要望がありました。ちょうど道の駅の認知度が

上がってきた頃でしたので、直売所に併設した形

で道の駅をつくることになったのです」と西田さん

は道の駅誕生のいきさつを語る。

八王子ブランドの発信や大学との連携も
　八王子市は甲州街道の宿場町として賑わい、絹

織物で栄えた歴史がある。養蚕や織物は衰退した

が、今も蚕を育てている農家があるという。そこで

ネクタイなどの八王子織物も販売している。「蚕をイ

メージしたお菓子が話題になっています。最近は桑

の葉を使ったお茶やお菓子の販売も増えています。

こういった八王子らしさを感じさせる品揃えをしてい

ます」と西田さん。

　また市内には大学が多く、近くにも創価大学や純

心女子大学がある。大学のゼミと共同で開発した地

場産の商品を販売したこともある。現在は、 学生が

パッケージをデザインした酒粕のおつまみが販売さ

れている。今後も大学との連携も深めていくという。

地域の歴史や自然に親しむ散策ツアー
　近くにある滝山城は国指定の史跡であり、2017

年に「続日本 100 名城」に選ばれた。市や地域の

人たちは滝山城を観光拠点にしたいと考えている。

道の駅でも、地域の歴史や自然に親しむ機会を提供

するため、毎年、滝山城散策ツアーを開催している。

ハイキングをしながら、お堀や橋の址を見学する。

この他にも農場で大根を収穫し、おでんにして食べ

る、大根収穫ツアーも実施している。「親子で参加さ

れる方も多く、とても好評です。地域の方 と々連携し

たツアーやイベントを通して、八王子の良さを感じて

いただきたいと思っています」と西田さんはいう。

　姉妹都市の道の駅とも連携している。「北条氏に

縁のある八王子市と小田原市、埼玉県寄居町は姉

妹都市になっています。 また江戸時代に幕府を守っ

ていた武士集団、八王子千人同心が日光火の番を

務めていたことから、八王子市と日光市は姉妹都市

になっています。そういった姉妹都市の道の駅とも

交流がある。

●❺

●❻

●❼

●❽ ●❾
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道と駅や自治体とのつながりで物産展を開催

　「地方の直売所や道の駅に出店いただき、デパー

トのような催事にも力を入れています。道の駅は自

分たちの観光資源を売るのですが、ここはスーパー

のような感覚で利用する方が多いので、交流ホール

を使って、ほぼ毎週、全国各地の物産展を開催して

います」と西田さんは都内の道の駅ならでは特徴を

説明してくれた。市の姉妹都市をはじめ、全国の道

の駅とのネットワークを生かし、イベントや物産展で

集客を増やす。リピーター客を飽きさせない工夫で

もある。沖縄や海沿いの道の駅が出展するときには

めずらしい海鮮が並ぶ。東日本大震災の復興支援と

して福島の物産の販売やイベントを開催する。

　都内で唯一の道の駅への出展は、地方の道の駅

や自治体にとって、地域の魅力や特産品を東京に 

PR できる機会でもある。デパートへの出展に比べ、

コストを抑えて出展できることもメリットだ。

第 2 駐車場の増設や LED 化で
利便性や快適性を向上
　道の駅八王子滝山では、テナントからの賃料が収

入源になり、その一部を市に納めているという。市

内の農家と消費者をつなぎ、収益を上げ、独自性

のある運営をしている。「開館して 11 年目になりま

すが、お客さまに気持ちよく利用していただくため

に施設のメンテナンスは欠かせません。内装やソフ

ト面の修繕は随時行っています」と西田さん。この

10 年で店舗の LED 化や床材の張り替えなどを行い、

第 2 駐車場を増設した。

　「都市型の道の駅は、立地や場所の確保、野菜

や地場産品の安定的な供給など、いろいろな条件

が噛み合わないとできないので難しい面はありま

す。しかし、観光地では道の駅が飽和状態になりつ

つあり、これからは都市型道の駅が増えていくと考

えています」と西田さんは分析する。

　道の駅は基本的には自治体の支援があり、大きな

赤字にもならず大きな黒字にもならないというビジネ

スモデルが一般的だという。地方創生やまちづくり

の拠点として道の駅を位置付けている自治体も多い。

　「最近は民間の小売を専門にしている企業が道の

駅に参入してきています。今まではお土産専門の

企業や、地場の企業、当社のようなインフラ系企

業による運営が多かったのですが、さまざまな業種

の参入があり、良い部分を学ばせていただきたい

と思っています」と西田さん。

　ドライブの安全性や快適性からスタートした道

の駅は、地域連携の拠点となり、地域の魅力を発

信している。さらには地域の防災拠点や健康づく

りなど、さまざまな機能や役割を担う施設へと進

化を続けている。                                                 ◀

❺ 花卉栽培も盛んな八王子産の植物が並ぶ花卉コーナー
❻ 八王子や多摩のお菓子やお土産物が並ぶコーナー
❼ 地元の食材を使った料理やスイーツが楽しめるフードコート

❽ 24 時間使えるトイレ
❾ 交流ホールでくつろぐ人たち
❿ 心地よいテラス

●❿
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ファシリティは商品そのもの－
商業施設のFM の特殊性
　商業施設の FM を考えるときに、他の施設との

違いについて少なくとも 3 点を押さえておかねばな

らない。まず第 1 に、商業テナントはその床（ファ

シリティと同義）を通じて直接的に収益を上げてい

るが、他のオフィス系や住居系はそうではないか、

もしくは収益に対して間接的である（①）。第 2 に、

商業床の管理者にとって床は顧客（テナント、買

物客）に示される商品そのものであり原価を構成す

るが、オフィスの管理者の場合それは本社におけ

池澤 威郎　いけざわ たけお

名古屋市立大学研究員
認定ファシリティマネジャー

る間接費であり、一般管理費である（②）。第 3 に、

商業床は常に市場の変化にさらされ計画的に資産

の除却と再取得を繰り返すことになるが、他の用途

の床は環境配慮の中で 100 年建築や延命化など

の課題が模索される（③）（図表１）。

　このような違いの中で、商業施設の床価値を向

上させることが、デベロッパーにとってもテナントに

とっても、そして商業施設が立地する地域（エリア）

においても重要となる（図表２）。単にファシリティ

コスト（以下、FC という）の削減ということではな

く、常に価値向上のための費用（販促費）負担の

商業施設における
ファシリティマネジメント
商業施設

EC化の進展と商業床の再検討

商業施設

経済産業省によると2017年の日本国内の消費者向け電子商取引市場規模は、16.5兆円（前年比9.1％増）に拡

大しています。人口減や少子高齢化、モノからコト消費へ、など、小売りや消費は大きく変わっています。リアル店

舗は今後どうなっていくのでしょうか。『駅・まち・マーケティング―駅ビルの事業システム革新』（同友館、2017年）

の著者で、名古屋市立大学大学院でSC 経営論を研究されている池澤威郎さんに商業施設の現状や課題とFM

についてご寄稿いただきました。

写真1　広島駅前のエディオン蔦屋家電
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対象であり、投資の対象でもあることに留意しなけ

ればならない（図表２）。

総合型小売業（百貨店・GMS等）と
ショッピングセンターの違い
　本稿でいう商業施設は総合型商業施設を指し、

百貨店や GMS のような総合型小売業やショッピン

グセンター（以下、SC という）を対象にしている。

それは、施設の中に売場やショップが入れ子構造

になることによって独自の活気を見出し、消費者に

対する顧客価値として、買い物の選択肢を増やし（比

較購買）、決済の利便性を提供する（ワンストップ

ショッピング）。これらを仮に「集積価値」と呼ぶこ

とにしよう。この場合、百貨店・GMS は自らの運

営の中で内製化により集積価値を実現する。他方

で、SC は直接商売をしないで外部（テナント）に

依存する外注化により集積価値を実現する。従来

は、百貨店・GMS のほうが鮮度の良いリニューア

ルを行なって機動力溢れるファシリティ活性化を行

なっていたが、定期借家制度の普及により SC でも

制度的にリニューアルが担保されることになり、投

資自体もテナントとデベロッパーで負担区分が峻別

されていることもあり、逆にリニューアル投資がしや

すくなっている点も留意すべきだ。

　一般に、右肩上がりの売上伸長の恩恵を受ける

総合型小売業は FC 管理が甘く、相場に支配される

SC では FC 管理が手堅いといわれる。路面店と違っ

て、複雑な商業集積・複合ビルのコスト管理は、床

商品の原価計算が肝であることは間違いない。小売

業は商品の材料費・労務費・間接費は押さえられて

も、床（ファシリティ）のそれらは専門外である。こ

れは、両事業の出自の違いによるものだ。

　近年では、「百貨店の SC 化」が盛んである（写

真 2）。J フロントリテイリング（大丸松坂屋百貨

店）の GINZA SIX や渋谷ヒカリエ ShinQs（東急

百貨店）、丸井の消化仕入から定借型への転換な

ど、小売業者の販売対象が商品から床（ファシリ

ティ）へシフトしている。ファシリティマネジメント

の技術がこれほどまでに小売業界で求められてい

る時代はないだろう。

EC化の進展による
リアル店舗（ファシリティ）の揺らぎと解決策
　他方で、EC 化の進展はこうしたリアル店舗、すな

わちファシリティを有する総合型商業施設を脅かし

始めている。アメリカでは、大型核テナントの退店

による五月雨退店が相次ぎ「デッドモール化」が進

んでいるといわれる。商業床よりもオフィス床や物

流倉庫床が投資対象として注目されるきらいもある。

2000 年代の SC 黄金時代とは裏腹に、商業のファ

シリティは安穏としていられない状況なのである。

　EC 化の進展は、商業床に大きな変化を与えて

いる。それは、消費者の購買の手段を奪っただ

けではなく、テナントそのものが大きなファシリティ

（スペース）の必要性を失ったことである。ショー

ルーム化・ショーケース化によって、全てのストッ

図表1　商業施設のFMとその他施設のFMの違い（筆者作成）

蔦屋書店とエディオンのコラボレーションに
よる「EKI CITY」（広島駅前）のエディオン蔦
屋家電。書籍と家電の面白さ。食品スーパー
なども併設し、独自のライフスタイルミック
スを図っている
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クを店舗に置く必要がなくなった。また、WEB 決

済や WEB 接客（ブログによる接客）によって、テ

ナントショップ内の大きな決済カウンターや販売ス

タッフとの会話すら奪われている状況である。床

面積の供給は、EC 化によって供給不足から供給

過剰へと一転した。

　したがって、近年では、EC では再現できない経

験を提供するライフスタイルミックスのファシリティ

が盛んに開発されている（写真 1、3、4）。こうし

た状況下で、あらためて商業施設のファシリティの

意味を再構成し、独自の価値を見出さなければな

らない（図表 3）。１つは、オムニチャネル化（す

なわち１つの商品在庫を巡り、消費者が来店から

スマホまであらゆるチャネルを乗り換えて、購買に

たどり着く。チャネルの誰かれは問わない）時代の

中で、ファシリティが顧客の調達支援の一部になる

ことである。それは、駅ビル型・都心型 SC ではク

リック・アンド・コレクトの受渡しカウンターである

かもしれないし、郊外型 SC では実店舗と EC 倉庫

の統合化なのかもしれない。いずれにせよ、商業

床はそれ単独（売場の価値のみ）ではなく、商業

床以外の付加価値提供とそれにひもついた対価（収

益源）を見出さなければ、未来はない。２つめは、

交通結節点との近接性を武器にした商業床の変容

である。多数の移動顧客を抱える駅ビル、多様な

ニーズをゲートで仕切っている空港ビル、地域と

つながる努力を試みる SAPA 施設は、従来は移動

手段の一部分の施設に過ぎなかったポジションを、

商業・サービスを中心とした目的施設そのものに

引上げようと試みている。それは、雑踏ならでは

の多様性（ダイバーシティ）を意識した施設の最

先端をいくだろう（写真 5）。３つめは「公民連携

化」である。物販からサービスへ。所有からシェア

へ。さまざまに喧伝される時代のキーワードの中身

は「コト消費」の進展に収れんされるかもしれない。

PPP の課題、PFI や指定管理者制度の収益化は高

いハードルだろう。そもそも「市場の失敗」がビル

トインされている分野だ。しかし、公共サービスと

の連携と商業とのバランスが賑わいと価値を見出す

ことは明らかだ。この分野の挑戦がめざされる。

終わりに
　EC 化は危機であると同時に機会であると捉えた

い。それは、リアル FM に対する新しい組織能力

が求められるということである。それは、ビジネス

モデル構築の能力であり、分業と統合のルールと行

動、顧客価値の提案（消費者価値や住民価値）と

合意形成、テクノロジーの利用、収益モデルの構

築が整合性をもって組み立てられる能力である。そ

れは、より多様な分野のファシリティの結合かもし

れない。そして、過疎化や地域創生がいわれるよう

に、床の供給過剰が顕著で、最低限１つのファシ

リティが複数の要素を併せ持つことが危急の課題と

して最も求められているのは、都心部ではなく地方

部なのかもしれない。地方、都心部を含め今、商

業施設の FM は転換点を迎えている。                ◀

図表3　EC化時代の商業FM-3つの方向性(筆者作成）図表2　商業施設のFCと施設資産（筆者作成）
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渋谷モディ（マルイ、左）、渋谷
ヒカリエ・シンクス（東急百貨
店、中央）、あべのハルカス近
鉄本店（近鉄百貨店、右）は
小売の中に不動産を取り込も
うとする大胆な試みだ

駅ビルには変化が必要とな
る。ファシリティに埋め込まれ
たライフスタイル提案は地域
活性化にもつながっている。
土浦駅の PLAYatre（プレイア
トレ）はサイクリストのための
駅ビルだ。店内動線は歩車
融合型だ。ECにはできないリ
アルなファシリティによる体験
が強みとなっている

食い倒れの街、大阪では駅エ
リアでフードホール競争がは
じまっている。物販と飲食と
の曖昧な領域が溶け込む。こ
れもECでは実現できない（左：
ミオえきッチン（天王寺ミオ）
中央：キッチン ＆ マ ー ケット

（ルクア イーレ）右：UMEDA 
FOOD HALL（阪急三番街）

広島バスセンター（広島そご
う 3階）には、「バスマチ」と呼
ばれるフードホールが併設さ
れている。交通結節点での
商業は駅・空港・SAPA以外に
も広がっている

写真2　「百貨店のSC化」-渋谷モディ、渋谷ヒカリエ・シンクス、あべのハルカス近鉄本店

写真3　自転車ライフを体現する駅ビル-土浦プレイアトレ

写真4　関西フードホール戦争

写真5　交通結節点としてのバスターミナルと商業-広島バスセンターと「バスマチ」
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3つのホテルブランドを展開する
日本発グローバルホテル
オペレーターのFM

ホテル

オークラ ニッコー ホテルマネジメント

金融機関

インバウンドで増加する訪日外国人。それに伴いホテルが次々と開業しています。客室やレストランなどファシリ

ティが収益に直結するホテルでは、どのような FM が行われているのでしょうか。ホテルオークラのグループ会社

であり、日本発のグローバルホテルオペレーターとして国内外73のホテルを運営する株式会社オークラ ニッコー 

ホテルマネジメントで FM を担当している大原一之さんにうかがいました。

ホテル

大原 一之　おおはらかずゆき

株式会社オークラ ニッコー ホテルマネジメント
運営支援本部
技術企画部アシスタントマネージャー
認定ファシリティマネジャー
一級建築士

所有と運営を分離したビジネスモデル
　オークラ ニッコー ホテルマネジメントは、「オー

クラ ホテルズ & リゾーツ」、「ニッコー・ホテルズ・

インターナショナル」、「ホテル JAL シティ」の 3 つ

のチェーンを運営しており、現在、国内 47、海外

26 の合計 73 ホテル、総客室数 22,671 室を展開

しています。（2018 年 6 月 1 日現在）

　ホテルの運営には大きく分けて直営方式と運営

受託方式があります。日本のホテルは直営方式が多

いのですが、弊社は主に運営受託方式を請け負っ

ております。運営受託方式では土地や建物、従業員

をオーナーに用意していただき、ブランドの展開や

●❸●❶

●❷
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ニーズも多種多様ですが、全てのお客さまに満足し

ていただける空間づくりやサービスが求められます。

　また、ホテル運営もビジネスなので、収益性を上

げるためにはどのようなホテルをつくるかを計画す

ることも私たちのミッションのひとつです。そして出

来上がったホテルをライフサイクルの中でどのよう

に動かしていくかを考えることも私たちの仕事です。

時には改装するのか、つくり変えるのかといった議

論もあります。

　昨今では省エネへの取り組みも、地球環境への配

慮はもちろんのこと、コスト削減手法の一つとして重

要視しております。 例えば、ハロゲン電球をLED 電

球に変えるだけでランニングコストは大幅に下がり

ます。導入時のイニシャルコストや手間は掛かります

が、その分、電気料金が抑えられるといったライフサ

イクルコスト削減に効果があります。さらには、LED

電球に替えたことで以前のハロゲン電球に比べ発熱

量が下がるので、ホテル館内の空調効率が向上し、

空調機器の燃料である重油や電力量なども削減する

ことにつながります。これらの施策により、燃料代など

原価が抑えられるため、長いスパンで見ると純利益

増加につながるのです。言い換えればFM によってお

金を生み出すのと同じ効果があるのですから、積極

的に取り組まないわけにはいきません。まさにＦＭは

経営戦略と密接にリンクしているといえます。

❶ 2016 年7 月に開業した「グランドニッコー東京 台場」
❷ 地上100 ｍに位置する高層階レストラン（グランドニッコー東京 台場）
❸ 大規模改修を実施した「ホテル日航立川 東京」。「新しい体験による新

たな価値の提供」を基本コンセプトとしたトータルデザインを行った
❹ 立川の樹木、けやきの葉をモチーフにした光り輝くアートワーク
❻ 心斎橋のランドマーク「ホテル日航大阪」では、2014 ～2016年の3年間

で客室改装を実施した
❼ 季節ごとのイメージを色として表現した「スーペリアルーム」

運営スキルを提供しています。

　各ホテルに常駐する総支配人や従業員を総合的

にサポートする運営支援本部は、いくつかの専門的

な部門で構成されています。私が所属する技術企画

部は、各ホテルのFM を担っています。新規開業ホテ

ルの建設に際しては、技術的見地からオークラ ニッ

コー ホテルズのチェーンのスタンダードに準拠して

いるか、設計から建設、引き渡しまで、一貫して指導

助言をしていきます。開業後も設備や備品の品質維

持向上や改装など、ホテルのライフサイクルを通して

一元的なマネジメントを行っています。

　技術企画部は役員を含めて6 名です。私は建築

が専門ですが、建築設備やエネルギーの専門家も

います。海外展開をしていますので、英語はもちろん

中国語などの言語に堪能な者もいます。部内には認

定ファシリティマネジャーの資格を取得している者

も多く、私も昨年、資格を取得しました。

経営基盤としてのFM
　ホテルは、客室そのものを商品として提供している

ので、お客さまに支持され、売れる客室をつくらなけ

ればなりません。ホテルは24時間365日動いていま

すので、宿泊、レストラン、婚礼など各部門において、

さまざまな出来事や物語があります。そのため人生

の節目や出張など、ホテルを利用されるお客さまの

●❹ ●❺ ●❻

●❼
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ブランドごとのスタンダード
　それぞれのホテルのファシリティやサービスが充

実していることはもちろんですが、お客さまに同じブ

ランドのホテルを国内の各都市、さらには海外の都

市でも利用していただき、先にも触れたように「とて

も良い経験ができた」と思っていただけることが大

事です。そのためには国内外の全ホテルにてクオリ

ティ、サービスを満足できる水準に確保して、提供す

ることが大切です。当社が運営するホテルにはいく

つかのブランドがありますが、それぞれにコンセプ

ト、デザイン性、立地、サービル内容、顧客層も異な

ります。そこで、ブランドごとに求めるスタンダードを

定め、建築設備基準として整備しております。

　また、各ホテルには、ファシリティ面を統括する

チーフエンジニアが常駐しています。これらチーフ

エンジニアのスキルアップを図るため、技術やモチ

ベーションを啓発することもわれわれの大事なミッ

ションです。技術は日進月歩ですので、貪欲に勉強し

ていかないと、たちまち世の中の趨勢から取り残さ

れてしまいます。そこで毎年国内外にてチーフエン

ジニア会議を開催し、最新技術の動向や課題につい

て議論することで、スキルを共有しています。

　また、日常の省エネ活動についても、情報を水平

展開しています。ガスや水、電気の使用量やコストな

どのデータを各ホテルから報告してもらい、それら

を比較検証しています。このようにベンチマークする

ことで気づきが生まれ、例えば極端に水使用量の大

きいホテルは、その要因を探り、対策をアドバイスす

ることもあります。

時代の変化に合わせた改装
　私たちが自ら図面を描いて建築設計や内装デザ

インをすることはありませんが、設計を担当する外

部デザイナーにはホテルが期待する世界観を共有

してもらうように尽力します。一例ですが、心斎橋に

あるホテル日航大阪では、3 年間にわたり客室の改

装を実施しました。ホテルの歴史や立地、海外から

のお客さまの増加などを考えて、” 上質なシティモダ

ン” のコンセプトが決まりました。そういった世界観

をこちらからアウトプットして、イメージを共有した

うえでデザインしてもらいます。その結果の一つとし

て、御堂筋にあるいちょう並木を廊下カーペットのデ

ザインモチーフに取り入れています。

　この改装プロジェクトでは、既存のシングルルー

ムとツインルームを統合し、全室42㎡以上の「ニッ

コープレミアムルーム」や75㎡の「ニッコーエグゼ

クティブスイートルーム」を配置するなど、時代に即

したより上質な空間へと進化させています。

　その他に世の流れとして大きく変わり続けてい

るのが IT 関連です。毎年、あるいはそれよりも遥

●❽ ●❾
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かに短い周期で変化していると感じます。ホテルに

おいても客室はもちろん、宴会場やレストランなど

のパブリックエリアでもＷi-Fi へ当たり前のように

接続できることが求められています。

防災ハンドブックを作成
　ホテルというと華やかなイメージがありますが、お

客さまへのおもてなしの根底として、最優先されるこ

とは安全です。安全への取り組みの一環として、各ホ

テルへヒアリングや情報収集を定期的に行っていま

す。消防用設備等点検結果やホテル館内の防火対

策状況などをチェックリスト形式にて確認し、課題な

どを浮き彫りにしています。あらかじめリスクが高そ

うな課題については、総支配人やチーフエンジニア

に報告し、対応策などをアドバイスします。

　また、チーフエンジニアに限らず従業員全員に安

全性を意識してもらう必要もあります。そこで、設計

事務所で防災計画に携わってきた経験を生かし、火

災や地震の危険性及び注意事項をまとめた「防災

ハンドブック」を作成しました。本書では文章での解

説のみならずイラストを多用し、 重要なポイントが

直感的に理解できる構成にしています。常時携帯で

きるよう、胸ポケットに納まるコンパクトなサイズに

し、国内チェーンホテルのスタッフに配布していま

す。今後は、本書を海外にも配布していきたいと考え

ていますが、建築基準法や消防法など法的な背景

の事項については必ずしも適用できるものではない

ので、災害に関する危険性や考え方に重点を置いて

伝えたいと思っています。

施設監査をグローバルで実施
　ホテルの施設面における品質や運営状況を把握す

るため、定期的に施設監査を実施しています。実際に

私たち技術企画部の人間が国内外のホテルへ行き、

建築や設備の状態、経年劣化の度合い、適切な施設

マネジメントがなされているかをチェックします。施設

マネジメントの部分では、チーフエンジニアはじめホ

テルスタッフが、安全かつ適切に施設を管理・点検し、

必要な書類が整備されているかなどを確認します。施

設監査のチェック項目は数百に及びますが、数日間で

すべてをチェックし、総支配人やチーフエンジニア、そ

してオーナーにも改善すべき事柄をお伝えします。

　海外では文化や法律などの違いはありますが、原

則としてファシリティの仕様やオペレーションは弊社

が求めるレベルを満たしてもらいます。これによって

技術のレベルが保たれ、お客さまに満足していただ

けるサービスを提供し、ブランドを維持・向上するこ

とにつながります。しかし現状に甘んじることなく、さ

らなるサービス向上のため、世の中のトレンドはも

ちろん、各ホテルで起きた出来事や経験もフィード

バックし、各チェーンホテルへ展開しているガイドラ

インや基準などドキュメント類を日々アップデートし

ていくのも私たちの大事な業務です。

　各ホテルのチーフエンジニアにとって、経営戦略

に立脚した施設運営を担っていくうえでFM の知識

や資格は必須と思います。そういう意味では、意識的

にFM のスキルアップに励んでもらいたいです。

　いまも東南アジア、日本の中でも複数の新規案件

やオーナーとの交渉が進んでいます。自ずとFM の対

象も増えていくことになりますが、日頃から種々の情

報を集約・展開することを心掛けていますので、その

分「生きた情報」も増えることになり、一層チェーンホ

テル全体のサービスや品質のレベルアップになるの

ではないでしょうか。                                              ◀

❽ ベトナムホーチミン市にある「ホテル・ニッコー・サイゴン」
❾ 京都らしい風格ある落ち着いた佇まいの「京都ホテルオークラ」
❿ 国内外で毎年開催する施設担当者の報告会
⓫ 防災ハンドブック

●⓫●❿
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個室やグレード感のある内装で
じっくり相談できる雰囲気づくり
金融機関

三菱UFJ モルガン・スタンレー証券 

金融機関

金田 信二　

かなだ しんじ

総務部管財課 課長代理

人生100年の時代、資産運用や投資に関心をもつ人も多くなっています。一昔前は、証券会社の店頭にある

株価ボードを見ながら株の売買をしている個人投資家の姿を目にしましたが、インターネットやスマホアプリ

による取引が浸透したことなどにより店舗の役割やあり方も大きく変わっています。今回は三菱UFJモルガン・

スタンレー証券株式会社でFMを担当する総務部のみなさんに店舗の仕様や運営についてうかがいました。

勝又 裕二 　
かつまた ゆうじ

総務部管財課長

橋爪 彰一　

はしづめ しょういち

総務部管財課 部長代理
認定ファシリティマネジャー

金融機関

●❶
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全国の店舗を一元管理する総務部
　東京・大手町に本社のある三菱 UFJ モルガン・

スタンレー証券株式会社は、国内営業に加えて投

資銀行や機関投資家ビジネスを展開する総合証券

会社。ここでは、主に個人投資家との接点が多い

店舗のファシリティマネジメント（FM）についてう

かがった。

　本店を含め、全国にある店舗の FM を担当する

のが総務部管財課。「4カ所に分散している本社系

と店舗系に分けて担当しています。本社系は 5 人

で担当、全国の店舗は 3 人で担当しています」と

総務部管財課長の勝又裕二さん。

　「 総 務 部 に は 5 名 の 認 定 ファシリティマ ネ

ジャーの有資格者がいます。私も数年前に取得

しました。試験勉強で学んだことは日常の業務に

も役立っています」と総務部管財課部長代理の

橋爪彰一さん。

　「私たちの部署では、店舗移転のような大型プ

ロジェクトのマネジメントから、建物の不具合や什

器が壊れたといった日々の細かい管理までを行っ

ています」と総務部管財課課長代理の金田信二さ

ん。空調、照明、防犯カメラなどの設備、さらに

清掃や警備の管理などもすべて掌握する。各店舗

の総務担当者は営業のサポートが主業務であり、

ファシリティの専門家ではない。そのため、本社

総務部に FM のヘルプデスクを設け、各店舗のファ

シリティ面の課題を遠隔でコントロールする。「証

券業界の現場は、分単位、秒単位で動いていま

すので、われわれもスピード感をもって業務にあ

たるよう心掛けています」と金田さん。

ビジネススタイルにあわせて空中店舗も
　「当社では営業企画部門が経営戦略や人口構

成・市場調査を踏まえて出店計画を立案します

が、その下流工程に当たる立地や坪数などの物

件選定、店舗設計、工事監理などのファシリティ

に関することはすべて私たちが担当します。かな

り早い段階から参画し、方針決定をサポートして

います」と勝又さん。

　ビルの選定にあたっては立地、坪数、築年数、

ビルの設備面などから総合的に判断するという。

同じ金融でも銀行は路面店がほとんどだが、 証券

会社の同社では、ビルの 2 階以上に店舗を設け

るケースも増えているという。「あえてビルの 1 階

以外を選んで空中店舗を計画することもあります。

賃料が安いこともありますが、ビジネスのスタイ

ルが変わったことが大きな理由です」と勝又さん

はいう。

❶ エントランス
❷ ❸ラウンジ●❷
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　これまでの証券会社は、電話での営業に加え、店

頭の大きな株価ボードで株価情報を提供していた。

しかし、現在、インターネットやスマホアプリでも株

価情報を入手できるようになったため来店されるお客

さまは減少傾向。一方で、金融商品の種類も増え、

複雑化する中で、投資や資産運用についてじっくりと

相談したい、専門家にアドバイスを受けたいというお

客さまは多く、予約をして来店いただくケースが多い。

こうしたビジネスの変化の中で店舗のあり方も大きく

変わっていったという。

ゆっくり相談できる個室が主体
　「店舗の仕様を変えたのは 2010 年の秋からで

す。改装や移転のタイミングに合わせて順次、新

仕様を採用しています」と橋爪さん。新しい店舗

は、 座り心地のよいソファにクッション、 絵画や

調度品が飾られ、ホテルのラウンジのような上質

で落ち着いた雰囲気だ。証券会社のシンボル的

な存在であった株価ボードはない。その代わりに

情報提供のための大型モニターが設置されてい

る。「10 年前と比べてつくり方がかなり変わって

います。店頭のカウンターは以前と比べて少ない

一方、個室を多く用意しています。簡易な手続き

であれば、 店頭のカウンターブースにご案内しま

すが、予約をして来店いただくお客さまとは個室

でお話をすることがほとんどです」と金田さんは

いう。またセミナーを開催することも多く、 セミ

ナールームも用意されている。「店舗をつくる上

で重視する部分は、個室の快適性です。そのた

め、個室の遮音性、空調、照明などを念入りに

細かく計画しています」と橋爪さん。

　店舗は設計マニュアルに沿って標準化され、什

器や壁紙の品番まですべて仕様が決まっている。

「店舗の仕様を一新して 8 年経ち、 廃盤になるも

のもあるので、マイナーチェンジも必要になりま

す。」と勝又さん。さらに「今の証券会社は銀行と

違って現金や株券の現物を、預かっていないため、

新しく店舗をつくる際には金庫は設けていません」

とも。重装備の金庫が必要なくなることで、スペー

スの有効活用もできる。

年に 1 度、全店舗の点検を実施
　全国の店舗のファシリティ品質を確保するため

に、年に 1 度のペースで、全店舗を点検すること

も重要な仕事だ。ファシリティの状態を直接確認

し、課題や不具合などをヒアリングする。現地の

担当者と直接顔を合わせることで信頼関係を築け

ることも大きな効果だという。

●❹ ●❺
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　「実際に店舗をまわることで見えてくることがたく

さんあります。いろいろな意見を出してくる店舗が

ある一方で、何もいってこない店舗もあります。で

も何もいってこないからといって問題が何もないと

は限りません。また同じ不具合でも、気にせずに

いるところと、すぐに修理をして欲しいといってく

るところがあります。全体のレベルを見て、ファシ

リティの品質を揃えていくことも必要です」と金田

さんはいう。

　総務部では、毎週 1 回、点検を実施した店舗

に関する報告やヘルプデスクへの問い合わせ内容

を共有する意見交換会を開催している。1 年間で

全店舗をまわり、それを総括して FM の PDCA を

まわしている。

　執務エリアに関しても 1 人当たり面積や標準の

什器などを定めている。各店舗からの要望でレイア

ウト変更にも対応。エクセルなどで作成した簡単な

座席表が送られてくるので、総務部で管理している

CAD データで図面を作成し、各業種の協力会社に

依頼する。大幅なレイアウト変更の際は、現地に

足を運び、現地担当者と打ち合わせを行うこともあ

る。電話やパソコンはシステム部門が管理している

ので対応を依頼するが、基本的に総務部で一元化

し、コントロールタワーとなって動いている。

グループ企業でファシリティの共有も
　三菱 UFJ フィナンシャル・グループでは「店舗の

共同化」の方針が打ち出されて 10 年以上が経つ。

同社でもグループの中核総合証券会社として、三菱

UFJ 銀行、三菱 UFJ 信託銀行等の関係各社と協働

が進化している。多様な金融商品やサービスを幅

広く網羅するグループの総合力を活かし、資産運

用はもちろん、資産継承なども含めたさまざまなニー

ズに応えていく。

　橋爪さんは「銀行のビルに証券会社の店舗が入っ

ていれば、お客さまの利便性も向上します。ファシ

リティの観点では、会議室、食堂や更衣室を共用

することで、スペースを有効活用できます。一方で、

個人情報など情報セキュリティの管理や、いわゆる

ファイアウォールの管理は厳格にしなければなりま

せん。業務上のやり取りが発生する執務室は個社ご

とに設置されており、もちろんセキュリティも個社ご

とに区分されています」という。

　勝又さんは、「今後も、銀行、信託、証券など

で共同店舗を設置し、お客さまの利便性を高めて

いくケースは増えていくと思います」という。    ◀

❹ レセプション・ギャラリー
❺ ラウンジ
❻ コンサルティングルーム
❼ セミナールーム

●❼
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清潔感のある水の中の生き物を
見ていただきたい

水族館

鴨川シーワールド 

金融機関

日頃は目にすることができない水中や水辺に暮らす生き物に出合い、触れあえる場所、水族館。生き物を展示する

水族館や動物園は、私たちが家族や友人と楽しむほか、生態や生存環境などの教育・調査研究、希少生物の保護

という役割を担っています。展示されている多様な生き物、働く人、来園者のためのファシリティはどのようなマネ

ジメントを行っているのでしょうか。南房総の鴨川シーワールドで、1981年から施設管理を行っている施設支配人 

木下精一郎さんにお話しをうかがいました。

水族館

木下 精一郎　きした せいいちろう

鴨川シーワールド 施設支配人

●❶
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「生命（いのち）の輝きと、ふれあえる海」
をビジョンに
　鴨川シーワールドは、1970 年 10 月 1 日に南房

総鴨川に開設された民営水族館である。園内には

魚類展示施設、海獣類の展示およびパフォーマン

ス施設、レストランや売店など多数の建物や水槽

があり、魚の食事風景の見学、ふれあい体験、宿

泊体験などを通じて、生命とそれを取り巻く環境の

大切さを学ぶ場を提供している。

　生き物のパフォーマンスは注目が集まる。ひときわ

高い歓声が上がるのは、シャチのパフォーマンスであ

る。シャチの持っている能力を活かしお客さまに拍手

と感動を与えている。海の王者といわれるシャチがト

レーナーとともに行うパフォーマンスは圧巻である。

建物設備と飼育設備のウェイトは同じ
　建物設備の管理は、担当が建築設備と飼育設備

の２つに分かれている。建築設備の担当は、施設

全体の建物や設備の管理を行う。飼育設備の担当

は、生き物を飼育するために必要な循環ポンプや

ろ過機、温度調節設備などを管理する。「生き物の

設備は飼育設備、人間の設備は建築設備です。飼

育設備は、建物設備と同じくらいのウェイトがあり

ます」という木下さんの言葉からは、命ある物を飼

育する重さが伝わってくる。

　水族館で最も大切なことは、水をいかに確保し、

清潔に保つかである。鴨川シーワールドの場合は海

が近いため、海水は岩場から汲み上げることができ

る。しかし無尽蔵に使えるわけではない。貯水設備

の容量の関係で一日平均 3,500m3 程度と限られる。

それを各担当部署より分け合って使うことになる。

　岩場から取水するのだが、風や波、潮流によっ

ては海藻やゴミが打ち寄せられるし、川からは降雨

とともにたくさんのゴミが流れ込むだけでなく、泥

や砂も運ばれてくる。「砂や泥などは勝手に処分で

きないので海に戻すが、その作業が漁業に影響を

与えないよう、関係者とよく相談をして行います」

と木下さんは語る。

くっきりきれいな水で見てもらいたい
　水槽の中にいる生き物を来場者に見てもらうた

めには、水槽の透明度を維持することが大切であ

❶ 海の王者ともいわれるシャチが見せる魅力
たっぷりのパフォーマンスは、大人気

❷ 広大な園内には16 のエリアがあり、小さな
魚類から大型の海獣まで多様な海の生き
物が見られる。展示は屋内外にあり、さまざ
まな水生生物が展示されている
ショーを行うプールは「スタジアム」と命名
され、観客席が設けられている

❸ 展示エリアによって生体の生息する環境に
合わせた多様な光の演出が施されている

⓯ ペンギンの海
      フンボルトペンギン

❹ ロッキースタジアム
      アシカ
      収容人数約 1,000人

❶ オーシャンスタジアム
      シャチ
      総水量 4,800m3

      収容人数約 2,000人

❷ サーフスタジアム
バンドウイルカ・カマイルカ
総水量 2,100m3

収容人数約 1,000人

❸ マリーンシアター
ベルーガ
総水量 833m3

収容人数約 700人

❾ ピリカの森
      エトピリカ など

⓫ ペリカンの池
      ペリカン

❿ ウミガメの浜
      ウミガメ

❺ エコアクアローム
      イワナ・サワガニ・ヒメマス
      マンボウ・タカアシガニ など

❻ トロピカルアイランド
スズメダイ・チョウチョウウオ・
クマノミ類・サメ・エイ・
ウミガメ など

❼ ロッキーワールド
カリフォルニアアシカ・ゴマアザラシ・
セイウチ・トド・バンドウイルカ・
フンボルトペンギン など

⓭ アシカ・アザラシの海
アシカ・アザラシ

⓬ トドの海
トド

⓰ イルカの海
イルカ

⓮ セイウチの海
セイウチ

❽ ポーラーアドベンチャー
オウサマペンギン・ジェンツーペンギン・
イワトビペンギン など ●❷

●❸
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り、水の手入れが欠かせない。水の浄化設備がう

まく機能することが重要視される。

　「生き物は成長します。水槽をつくるときに、その

時点の生き物のサイズを基準に設計していては、生

き物の成長に対応できなくなります。水を浄化する

設備に想定外の負荷がかかり、水槽水が浄化され

なくなって水質や透明度の低下することが、一番気

になります」と木下さんは、水族館に特有の悩みを

打ち明ける。「お客さまがご覧になったときに、水

が黄ばんだり白濁したりしてくるのが、管理する者と

しては困ります。くっきり、きれいに見えるプールが

いいのです。清潔感や透明度のある、手入れがで

きていると感じさせるような水の中にいる生き物を

ご覧いただきたいのです」。

　1999 年にオープンしたロッキーワールドにいる

セイウチは、19 年経って大きくなったばかりでなく、

繁殖して個体数が増えた。濾過器を増設したいが、

そうするには展示を中止し大規模な工事が必要で

ある。その間、セイウチをどこで飼育するのかが課

題だ。新しい濾過器を設置する場所も考えなけれ

ばならない。「現在は、濾過器の掃除や、水の入

れ替えの回数を多くするなどして対応していますが、

当初からそこまで考えて計画をしておく必要があり

ました」と木下さんは振り返る。将来の変化に対応

できる施設計画が必要であるということは、あらゆ

る用途のファシリティを管理しているファシリティマ

ネジャーに共通の課題である。

停電させないことが大切
　水族館の水槽設備を運用する中で電気は必要不

可欠である。食堂や売店など来場者ための場所は

開館している時間のみ照明や空調を稼働していれ

ばよい。しかし生き物がいる水槽は閉館していると

きにも 24 時間、365 日、水槽の監視、水温調節、

循環ポンプを動かさなければならない。最も恐れる

のは長時間にわたり電気の供給が止まることである。

　停電が発生すると、ろ過循環設備、温度調節設備、

滅菌設備等の重要設備が停止し、水槽の水質の悪

●❺

●❹

●❻
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化や水温の異常が発生する。長時間の停電は生物

の生死にかかわることがある。

　非常用自家発電装置設備は備えているが、必要最

低限の飼育設備と防災設備へ供給できるだけの発電

出力しかないので営業ができなくなってしまう。

　停電にはいくつかある。電力供給側の事故、落雷

などの悪天候によるもの、他の需要家からの波及事故

等など水族館側ではどうしようもないこれらの停電で

は、所内全体が影響を受ける。このほか所内におい

て部分的に漏電等の事故が原因となる停電が考えら

れるが、これを防ぐために定期的点検を実施している。

来場者や働く人への配慮
　東京湾を横断して神奈川県川崎市と千葉県木更

津市を結ぶ東京湾アクアラインが 1997 年に開通

して以来、自家用車を使った来園者が増え、駐車

場の確保はひとつの課題となった。電車を利用す

る来園者のためには、最寄り駅との間に無料送迎

バスを運行している。園内は、子ども連れの方に

も楽しんでもらえるように、ベビーカーの貸し出し

を行っている。おむつ替え台は７カ所、授乳室は

３カ所、車いす利用者に対応したトイレは６カ所

用意されている。

　来園者が接する場所は、営業スタッフが担当する。

「トイレを含め、お客さまが利用される場所の清掃

担当は営業です」という木下さんの説明に驚いた。

清掃をすることによって、隠れた要求が見えてくるこ

とがあるのだろう。アンケート用紙をつくりお客さま

の意見を聞くのも営業スタッフの役目だ。それによっ

てサイン看板やトイレの整備・改善につながったと

いう。レストランの料理の味や接客という FM のソ

フトの部分についてもアンケート調査を行い、対応

している。

　FM では、施設の利用者をユーザーということが

ある。オフィスの場合は、社員と来客者がユーザー

に当たる。水族館の場合は、社員と来園者にはもち

ろんのこと、そこで 24 時間生活している生き物も

ユーザーだといえる。                                          ◀

❹ 太平洋に隣接する立地。海水を汲み上げて利用することができる
❺ 日本で唯一、シャチの姿を見ながら食事ができるレストラン「オーシャン」
❻ ベルーガの音や超音波を、リアルタイムにビジュアライズ（可視化）することで、生体をより

わかりやすく解説。どの席からも見やすいよう大型三面プロジェクターによる映像表示を導
入した「マリンシアター」

❼ 水槽の中の生き物を見ていただくためには、水質の管理には特に気を配る
❽ さまざまな生き物をじっくり観察できる円柱水槽
❾ どの展示も生息地の環境を極力再現。「アシカアザラシの海」

●❼

●❾
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建築業から高齢者住宅の運営へ
　銀木犀はサービス付き高齢者向け住宅です。施

設ではなく、賃貸マンションやアパートを借りると

きと同様の賃貸契約をして、自分の家として過ご

駄菓子屋やカフェの運営で
地域とのゆるやかな
つながりをつくる
サービス付き高齢者向け住宅

銀木犀  鎌ヶ谷富岡

世界で最も高齢化が進む日本では、病院や施設だけでなく、高齢者が地域で安心して暮らせる住宅が求められ

ています。2011 年に制度が創設されたサービス付き高齢者向け住宅は、バリアフリー化され、生活支援サー

ビスが付いた高齢者のための住宅。株式会社シルバーウッドが運営する銀木犀は、閉ざされた高齢者住宅の既

成概念を打ち破り、駄菓子屋の併設やカフェ、アプローチガーデンなど、地域とのつながりを大切にしています。

銀木犀鎌ヶ谷富岡の所長、大下誠人さんにお話をうかがいました。

高齢者向け住宅

大下 誠人　おおした まこと

銀木犀 鎌ヶ谷富岡 所長

していただきます。それをサポートするのが私た

ちの仕事です。介護保険の認定を受けている方を

優先して、要介護度 1 から 5 までの方が入居され

ています。お元気な方もたくさんいらっしゃいます

●❶
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し、ご夫婦もいます。入居者の平均年齢は 87 歳。

半数以上の方が認知症ですが、だからといって壁

を設けることなく一緒に暮らしています。終末期の

方もいます。看取りにも積極的に取り組んでいて、

最後までここで暮らしたいと思っていただければ嬉

しいです。

　運営の考え方はシンプルで、最後まで人と人とし

てかかわっていくことです。住んでいる方とその家

族、ここで働いているスタッフ、すべての人が楽し

く充実した時間を過ごせることが大切です。あくま

でも入居者さんが主体です。運営側の都合で生活

せざるを得ない施設が見受けられますが、ここで

は、みなさん自由に暮らしています。

　当社はもともと自社で開発した建物の構造躯体

を販売しているメーカーです。高齢者用住宅や施

設の受注が増えていく中で、自分たちで運営するこ

とになり、2011 年から銀木犀の事業がスタートし

ました。私も最初の立ち上げの時から銀木犀に携

わってきましたが、高齢者住宅は初めての分野で

したが不安はありませんでした。既成概念や業界

の常識のようなものがなかったことがよかったのか

もしれません。

ヒノキのフローリングのナチュラルな空間
　銀木犀は都心近郊の住宅地にサービス付き高齢者

向け住宅 9 カ所、グループホーム 2 カ所があります

（2018 年 6 月）。オーナーさんから土地建物を長期

で借り上げて、当社が直轄で運営しています。基本的

にはサブリースという形態で事業を展開しています。

　建物の構造は、当社が特許をもつスチールパネ

ル工法です。鉄筋コンクリート造に比べ工期もコス

トも抑えられます。建築事業を行っている会社な

ので、建築への思いが強くあります。ここは家なの

で、入居されている方が安心して過ごせる環境づく

りにこだわっています。明るく心地よい雰囲気は家

族の方にも好評で、来訪者が多いことも特徴です。

働く環境がよいことは、職員のモチベーションも上

がり、質の高いケアにつながります。

　設計は自社で行っていますが、基本にあるのは、

自分たちが住みたいかどうかということです。オフホ

ワイトを基調として、居室や食堂、廊下にはヒノキ

のフローリングを使い、北欧の照明など、ナチュラ

ルで温かみのある空間にしています。これはすべて

の銀木犀で共通した仕様です。テーブルや椅子も

和歌山の家具職人が手づくりした特注品です。

●❷

●❸

❶ 千葉県北西部の住宅街にある銀木犀 鎌ヶ谷富岡
手前の平屋は併設された駄菓子屋さん

❷ 内装にヒノキを使った温もりのある空間
❸ 食堂はあえて大空間にせず、好きな場所を選択できる



42 JFMA JOURNAL       2018 ● SUMMER

特集
Special Issue

さまざまな施設を
    マネジメントする

気分や好みに合わせて選択できる居場所
　厨房があり毎日 3 食、食事を提供しています。時間

内であれば好きな時間にお食事ができます。配膳など、

ご本人ができることを最大限やっていただきます。もち

ろん要介護度の高い方には、私たちがお手伝いをして

います。銀木犀は介護をする・される、お世話をする・

されるという構図を前面には出しません。できることは

ご自分でしていただくことが基本です。もちろん、それ

を強制しているわけではありません。入居者の方々の

日々の暮らしを見守り、必要があればサポートするとい

うスタンスです。ご飯はおひつに入れてテーブル毎に

おき、好きな量を召し上がっていただきます。隣の席

の人が自然に手助けをする光景も見受けられます。

　食堂は大空間にはせずにあえて変化のある構成に

しています。家庭のような雰囲気の中で、自然にコミュ

ニティができるような空間づくりを意識しています。

大空間で誰かに見られながら食事をしても落ち着か

ないですよね。ここでは、2人がけのテーブルや丸テー

ブル、大テーブルなど、さまざまなタイプのテーブル

があり、その日の気分で好きな席に座っていただい

ています。グループや隣同士の人と談笑しながら食

事を楽しみたい方もいれば、1 人で静かに食事をし

たい方もいます。介護業界の方からは、死角ができ

危ないといわれますが、全くそんなことはありません。

施設や高齢者住宅に入った途端に誰かに見られなが

らずっとご飯を食べたいですかと私は逆に質問した

ことがあります。もちろん職員が見守りをしています。

既成概念にとらわれず、管理や監視をするのではな

く、ともに生活していくという感覚が大切です。

　職員にとって、トイレや入浴のお手伝いは業務の

ひとつですが、それが一番重要なことではありませ

ん。私は自分の妻や子どものことをすべて理解する

ことはできないと思っています。だからこそ、理解

していきたいと死ぬまで思うでしょう。入居者の方

に対しても同じ思いです。認知症のある方など、い

ろいろな入居者さんがいますが、一人の人として関

わっていきたいという思いが根底にあります。

施錠せずに自由に外出も
　ここは家なので玄関にも施錠をしていません。入居

前に運営方針をお話して、 ご理解いただいているの

で、ご家族から指摘をされたことはありませんが、や

はり介護業界の方からは、認知症の人が 1 人で外に

出て行って危険だといわれます。でも高齢だから、 認

●❼●❺ ●❽

●❹ ●❻



43                     SUMMER ● 2018 　JFMA JOURNAL

  社会や時代の変化を先取りし、ユーザーニーズに応える ● 特集

知症だからといって、すべてのリスクを排除するよう

な生活をなぜしなければならないのでしょうか。私た

ちも常にリスクを抱えています。たとえ認知症になっ

ても、環境や周囲の人のかかわり方によって、普通

に暮らしていけるのです。もちろん常に見守り、お声

掛けをしていますし、一緒に外出することもあります。 

地域とのゆるやかな関係をつくる
　高齢者の施設や住宅には閉鎖的なイメージがあ

りますが、銀木犀は地域に開かれていることが特

徴です。食堂を開放して毎日、近隣の方にランチ

の提供をしています。みなさん、お食事の後にコー

ヒーを飲みながらゆっくりと過ごされています。最

近は団体の定期的な予約も入ります。近所の方が

来るので、入居者の方も社会との断絶がなく、ゆ

るやかなつながりを築くことができます。認知症の

方が 1 人で出かけて帰り道が分からなくなったこ

とがありましたが、近所の方が気づいて、連れて

帰ってくれたこともあります。

　日本にはやさしさの素養のようなものがあり、支

え合う文化があります。 それが地域に根ざしてくる

と認知症になっても人生終わりでもなんでもなくて

普通に暮らしていけると思っています。もしリスクを

全部排除して安心安全に暮らしてもらいたいとので

あれば全ての行動を制限するしかありません。

　併設している駄菓子屋には、近くの子どもたちが

毎日通ってきます。畳敷きの小上がりがあり、ゲー

ムや遊具も置いてあります。お店の入口は別になっ

ていますが、内部は食堂につながっているので、

食堂で宿題をする子やリビングまで来て入居者の方

と仲よくなる子もいます。保護者の方々も銀木犀な

ら安心だといってくださいます。

　敷地面積から考えると定員 70~80 人規模の建物

をつくることもできましたが、51 室で定員は 53 人

です。子ども達が遊べる芝生スペースや四季折々の

花が楽しめるアプローチガーデンを設けています。

植物は心が和みますし、入居者の方と一緒に草むし

りや植物の世話をしています。ハードの力はすごく

大きいと思います。 看板はありますが、レストラン

やカフェだと思って入ってくる方もいます。 閉鎖的な

空間では、介護する・されるという上下関係ができ

るし、空気が淀んでしまいます。これからの高齢者

住宅に必要なことは、ゆるやかな地域交流を通じて

入居者の役割をつくることだと思います。            ◀

❹ 住宅のようなイメージを重視
❺ 食堂はカフェとして近隣の人に開放している
❻ リビングルーム
❼ 2 階の居住エリア
❽ 静かに過ごせる場所もある
❾ 併設されている駄菓子屋は近隣の子どもたちの遊び場に
❿ 食堂でおしゃべりを楽しむ子どもたち

●❾

●❿
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FM研究・教育 ⓰

学生たちとファシリティを品質評価
　「公共図書館の品質とは何か」。学生たちがゼミ室

で議論している。ファシリティマネジメント（以下、

FM とする）の視点から、青森市内の公共図書館を

対象に、品質評価をしようとしているのだ。司書資格

を取得するための演習科目においてである。

　これまで、FM の考え方・技術による、ファシリティ

を対象とした調査・研究を行ってきた。例えば、青

森県内のリゾート施設や宿泊施設などを対象に品質

評価を実施。この数年は、図書館を対象に行っている。

いずれも、学生たちとともにである。

　地域の課題を解決し、かつ、私たちの生活を馥郁

としたものにするにはどうすれば良いか。学生たちが

その答えを見出すために、人と場所とモノとをトータ

ルにマネジメントする経営活動、FM は、強力なツー

ルとなる。そう考えるからである。

FMの考え方に心動かされる
　起点となったのは 1987 年 2 月 17 日。FM の考え

方・手法がこの日、日本で初めて、公の場で紹介さ

れた。日本能率協会が、東京・平河町の日本海運倶

楽部・国際会議場で開催した「'87 ファシリティ・マ

ネジメント戦略シンポジウム」においてである。

　当時、オフィス環境および情報・通信分野を専門

とするフリーランスのジャーナリストだった私は、同シ

ンポジウムを取材。仕事の質的生産性とともに、「環

境」「ファシリティのユーザー」「快適」を視野に入れ

た FM の考え方に心動かされた。

　IFMA（国際ファシリティマネジメント協会）リポー

トを日本語訳し、記事を書いたのもこのころである。

さらに、FM の導入企業、および、設計会社の方な

どに取材させていただき、多くのことを学んだ。

　コストと折り合いをつけ、 財務評価をしつつ、

質の高い快適なファシリティを生み出し維持する。

経営活動としての FM の可能性の大きさを感じた。

このことが、現在の学生との調査・研究活動に影

響を与えている。

青森県にFM導入を提案
　青森市に赴任後、僭越ながら地方公共団体などに

FM 導入を提案してきた。

　大学院修了後、現在の勤務先大学に赴任。青森

県行政改革推進委員会・委員となった。20 世紀末、

青森県は行政改革大綱改定に着手。その改定内容を

検討する同委員会で、「青森県として FM 導入を」と、

私は強く提案した。FM 導入による効果を複数挙げた。

　日本の地方公共団体における FM 導入事例は

2000 年当時、三重県のみ。同委員会においても、

FM に関しては知られていなかった。何か参考になる

ものを、と青森県職員の方に請われ、小著の FM に

関する部分をコピーしてお渡ししたことを思い出す。

FMは学びと社会をつなぐ
課題解決ツール

工藤 雅世  
くどう まさよ

青森大学社会学部 
教授

司書養成課程の学生が FMの視点による研究結果を大学祭で展示
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　2001 年、青森県行政改革大綱改定。同大綱に、

FM を導入することが位置づけられた。

　同委員会で FM 導入を提案した際、「ただの不動

産管理に終わらないでいただきたい」とお願いした。

さて、現況はいかがであろうか。

FMに関する学びは将来に生きる体験に
　大学で学んでいることを社会につなげる。この点で、

FM に関する学びは大きな役割を果たす、と考えてい

る。昨年度の事例を以下に報告する。

　昨秋の大学祭において、学生たちは、「公共図書

館を対象とした利用者満足度評価：ファシリティ・マ

ネジメントの視点から」をテーマとする調査・研究結

果を展示した。

　公共図書館のあり方は今、議論の的となっている。

そこで、公共図書館の望ましい姿を構想することを目的

に、社会学部の学生の得意技、社会調査のスキルを用

い、評価を開始。評価時のキーワードとなるはずの「快

適」に関しては、語源のラテン語に逆上って考察した。

　評価対象としたのは、青森市内における 2 つの

公共図書館の内部環境。内部環境の構成要素とし

て「人的要素」「物的要素」「雰囲気」の 3 つを設定。

雰囲気は、人的要素と物的要素との融合により形

成されるものとし、内部環境に対する総合評価の指

標とした。雰囲気の評価に関しては SD 法を採用し

た。調査・研究結果を踏まえ、最後に提言。その

中に、公共図書館の魅力度・ファシリティの快適性

向上策として、FM 導入の必要性が記された。

　ファシリティに関わる本質論と技術論。この 2 つ

に、学生たちは FM を介し接したことになる。この

体験は、大学での学びが地域の課題解決に結びつ

くことの体験ともなった。

　が、それに留まらず、この体験は、大学卒業後に

も生きることだろう。例えば、AI がさらに発達する今

後の社会を生き抜くには、人間ならではの能力がより

重要になるとされる。そのような時代のファシリティと

はいかなるものが望ましいのか。社会人となった後、

こうした問いに答えを出す必要が生じた際、FM に関

する学びがヒントを与えるはずである。

歴史的町並みの維持・活用への援用を検討
　私個人の研究に関しても FM は触媒となっている。

　研究テーマの 1 つは歴史的町並みの維持・活用に

関することで、フィールド調査を続けている。問題意

識の軸は、オフィス環境に関するものと同じだ。私た

ちの生活を豊潤で馥郁としたものにしていくにはどう

すれば良いか、QOL（生活の質）の維持・向上には

何が必要か、ということである。

　今、歴史的町並みの維持・活用のためのマネジ

メントに FM の考え方・技術を援用できないか、検

討している。個別のファシリティを点とすれば、町並

みや景観は線であり面であると言えそうだ。何とか

フレームワーク（研究の枠組み）を構築したい、と

思っている。                                                     ◀

社会調査のスキルを生かして評価、大学祭で報告した 公共図書館の内部環境を対象とした評価結果の展示の一部



46 JFMA JOURNAL       2018 ● SUMMER

公共 FM ⓯

盛岡市の公共施設マネジメント
―施設保有最適化と長寿命化―

個別施設計画策定までの経緯
　盛岡市は、岩手県の内陸に位置する県庁所在地で

人口約 30 万人。市域の広さは 886km2 と広く、都市

部、郊外、中山間まで多様な地域を有している。財政

規模は約 1,100 億円。行政財産の延床面積は約 112

万m2である。人口減少は全国の平均的なペースであり、

平成 47 年には、生産年齢人口はピーク時の 70.3％に、

年少人口はピーク時の39.5％に減少する見込みである。

　こうした状況から 2009 年度に「自治体経営の指

針」を策定し、6 つの柱の 1 つに公共施設のマネジ

メントを掲げ、今年で 10 年となる。マネジメント方

法は、岩手県立大学と共同設置する盛岡市まちづく

り研究所で 2 年間研究し、「長寿命化」と「総量縮小」

の双方を目指すこととした。

　実務は、2012 年度に事務職と建築技師による専

任組織を設置し情報の一元化からスタートした。翌

年度には「施設カルテ」や「基本方針」を策定する

とともに、老朽化問題の解決方法を市民により検討

するため「市民討議会」を開催。複合化や統廃合を

行う方向性や、個別施設の見直しの考え方が、市民

提言書にまとめられ市長に提出されている。

　これを受け、2014 年度には、有識者会議を設置し

て施設評価方法や総合管理計画等を議論し、向こう

20 年間の施設用途ごとの取り組みの方向性を定める

公共施設保有最適化・長寿命化長期計画を策定した。

　2015 年度は、個別施設計画の策定を進めた。初め

に市民フォーラムを開催して公共施設の老朽化の問題意

識の醸成を図った後、翌週から市内 30 地区を対象とし、

地区ごとに長期計画の説明と個別施設計画を策定する

ための市民意見交換を開始した。参加者全員に意見交

換用紙を配布し、施設が将来どうあれば良いかを意見

集約した。また、市民意見の集約と並行して、施設評

価を進め、庁内の個別施設の見直しの考え方を構築し

ていった。このようにして、向こう10 年間の施設ごとの

見直しの方向性と長寿命化工事の実施時期を定める公

共施設保有最適化・長寿命化中期計画を策定した。施

設保有の最適化は、継続する 254 施設のほか、複合

化 19、譲渡 27、解体 26、転用 7、建替え4、減築 6

施設を定めた。長寿命化は、建物寿命 80 年を目指し、

築後 20 年で修繕、40 年で大規模改修、60 年で修繕

を行うサイクルを設定し、修繕 59、大規模改修 137、

建替え11、解体減築 62 施設を定めた。大規模改修等

のタイミングで複合化等を進めることとし総事業費 542

上森 貞行  
うわもり さだゆき

盛岡市 財政部 資産経営課　主査
岩手県立大学公共政策研究所客員研究員　博士（総合政策）

国土交通省 / 国土交通大学校主催 PRE/FM 研修アドバイザー

図表 1　中期計画の施設保有の最適化



47SUMMER● 2018 　JFMA JOURNAL

公共FM−15

億円。2016 年度からの 10 年間の中期計画としている。

なお、中期計画の円滑な推進のため、向こう3 年間の

事業費等を定める実施計画を毎年策定している。

個別施設計画の実施状況
　計画初年度の 2016 年度に設計に着手した施設

の長寿命化工事が完成した。屋根、外壁等の躯体

の強化が図られたほか、内部も暖かく明るい雰囲気

となり活発な活動が再開されている。

　実施計画では、年間十数件の大規模改修を進め

ており、学校施設をはじめとし、中央公民館や、地

区活動センターなどの長寿命化工事が進んでいる。

これまでの「事後保全」から、「計画保全」へ転換

が図られており、環境が改善されてきている。

　一方で、個別施設計画の実施に伴い、新たな課

題も見えてきた。

　第一に、合意形成の課題である。大規模改修の際

にエレベーター設置や集約予定施設の存続等の要

望があり、当初に改修財源として見込んでいる施設

運営費等の節減につながらないケースも発生する。

利用者等と丁寧な対話を重ねていくことが重要であ

るほか、マネジメントの考え方を継続して周知する必

要があり、マンガ作成や広報の

特集等により住民への問題意識

の訴求を行っている。

　第二に、財源の課題である。

計画事業の推進には年間 50 億

円程度を要する。現在は、基金

から財源を捻出するほか、公共

施設等適正管理推進事業債を活用して取り組みを

進めているが、事業債は 2021 年度までである。

このため工事までに複数年を要する施設では財源

確保の見通しが立たずに基本設計に着手できない

状況が発生しており、事業費の精査と 2022 年度

以降の財源確保が急務となっている。計画推進の

ために「もりおか PPP プラットフォーム」を設置し、

サウンディング型市場調査や民間提案制度の構築

などによる官民連携手法を用いて、効率的・効果

的な事業実施に取り組んでいる。

　第三に、マンパワーの課題である。大規模改修

等の工事が本格化し、建築技師の抱える業務量が

増大している。そのため設計施工一括発注や性能

発注等による民間活力を活用した事業の推進方法

を構想している。

　以上のように、個別施設計画の実施に伴い、新た

な課題にも直面しているが、安心・安全の確保は待っ

たなしの状況に来ている。課題解決を図りながら長寿

命化工事を着実に推進していきたい。                          ◀

図表 3　『広報もりおか　2018年 5月 1日号』図表 2　中期計画の地区ごとの取り組み

石割さくらこ
（マンガキャラクター）
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■本誌No.189号で平永さんにバトンを渡された森村陽子さん（パロアルトネットワークス株式会社）からのメッセージ
平永さんは、いつもひたむきに目の前の問題に立ち向かう姿勢が元気と刺激を与えてくれます。ファシリティマネ

ジャーとしての大事な要素を備えた方です。

ファシリティマネジャーの仕事 ⓰ 

平永 那々子  ひらなが ななこ　　

株式会社フロンティアコンサルティング
人事 FM 部 FM グループ
認定ファシリティマネジャー

新しい会社、2年目です
　株式会社フロンティアコンサルティングはオフィ

スの設計・内装工事全般、また不動産仲介を行っ

ている 12 期目、200 名規模のオフィスコンサルティ

ングファームである。その中で私は自社内のファシ

リティマネジャーとして空間・設備等のハード面の

ケアだけでなく、ソフト面からのサポートも併せて

行っている。実際の業務としては自社の移転やレ

イアウト変更のサポート、ファシリティコスト検証・

最適化、備品の発注調達、災害対策、全社会議

や社内イベントの企画等々が中心である。

総務部のお仕事
　私にとってファシリティマネジメントの仕事は、

金融機関のオフィスリロケーションプロジェクトの

プロジェクトマネジメント（PM）業務を行う提供

者側が始まりだった。3,000 人規模の移転も経

験させてもらい、人が働く場を提供する責任と面

白さを学んだ。

　その後、外資金融機関の総務部としてオフィス

運用を担当し、ファシリティマネジャーの考え方

の基礎を学んだと思う。条件通りの場所をつくる

ことはいくらか自信があったが、社内の総務部の

仕事には、物理的な空間づくりはそもそも、あま

りない。ちょっとした不具合や故障のメンテナン

スや、空気環境の改善、結露対策、ファシリティ

をできるだけ変えずに部署を移動させるプロジェ

クト、 たまに 海 外 の Head からのよくわ からな

いイケているらしいソリューションの導入等をサ

ポートした。

　総務部は社内でのトラブルの駆け込み寺という

気
持
ち
よ
く
、

　
　
　
働
け
る
職
場
を
目
指
し
て

●プロフィール

金融機関のオフィスコンサル、外資証券会社総務担当を経て、現
在はフロンティアコンサルティング人事FM 部所属。ファシリティ
にかかわる仕事は8 年目。趣味はスキーとゴルフ（最近始めた
ばかり）！
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一面もあった。いつも言われていたことは、ホス

ピタリティ、そして相手の困っている気持ちに寄

り添うことを大切にしてほしい、ということだった。

目に見える大きなことをするわけではないし、む

しろ何もできないこともあった。 困ったことに共

感したり、相手が納得しやすいように話を持って

いったり、協力してくれたことに感謝をきちんと伝

えることも重要なスキルだと感じた。オフィスの中

というのは一人ひとりの業務があり、時間があり、

気持ちがあり、会社の経営があり、過去があり、

こうなっていきたいという未来があるような気がし

て、少しでもよい環境になり喜んでくれる人がい

てくれることがとてもうれしかった。

　総務部全体での小さな日々の積み重ねが、最

終的に自社移転プロジェクトの成功にもつながっ

たと思う。

“オフィスのプロ”のオフィス、
巻き込みながらもっと魅せる
　フロンティアに入社して 1 年が過ぎた。私のミッ

ションの一つに、自分のオフィスが社員にとって

お客様や家族に魅せる、自慢したいオフィスにす

ることを挙げている。

　20 代、30 代の社員が中心の若い組織ではあ

るが場づくりのプロであり、ある種の美学を一人

ひとり持っている。 一 方で私もそうであったが、

提供者側は場の感度が高くても、自分たちが実際

どう使うかという観点に興味が低いことがしばし

ば見受けられる。いかに自分のこととしてオフィ

スをとらえてもらい、つくることと使うことのギャッ

プを埋めることが重要な任務ととらえている。

　 私 が サポ ートしている委 員 会 に Sustainable 

Growth Project、 通 称 SGP が ある。 運 用 側 の

視点で自社オフィスをとらえるために、さまざま

な問題提案と解決を行っており、 営業部、 設計

部、管理部から自主的に参加してくれている。例

えば、複合機の印刷枚数を減らす施策や備品改

革、お客様のご案内ルートの検証、25 ページ以

上になってしまったが社員がわかりやすいオフィ

   Relay Essay
リレーエッセイ　16

ス利用マニュアルの作成・更新を行ってくれてい

る。レイアウト変更の際は、フリーアドレスに移

行するにあたり自分たちの業務の観点から、さま

ざまな問題定義を行い、社員を巻き込み空気を

変えていった。

　新しいオフィスでは SGP メンバー以外も、自分

たちのオフィスの使い方やどう働いているのかを

説明できるようになり、挑戦してみたことから新し

い課題もみつかって、新しい取り組みもまた始まっ

ている。たくさんの社員を巻き込みながら自分た

ちのオフィスをより魅せたいと思わせる取り組み

を続けていきたい。

たくさんの仲間に感謝
　会社の規模や置かれている状況、業種によって

もファシリティマネジャーが求められることも変化

する。何をしなければいけないのか、どう判断し

なければいけないのか、困りごとが絶えない。多

くの会社の総務部の皆さんが集まっている JFMA

のユーザー懇談会や FM における PM について

研究するプロジェクトマネジメント研究部会にお世

話になっているが、何度も助けてもらった。業種

や規模が違ったとしても同じような悩みを持った

人たちがたくさんいて、こんなことをしてみたよ、

うまくいった、気をつけなきゃいけない等々をど

んどん教えてくださる。自分一人で悩まないでい

られることがとても心強い。

　まだまだできることは少ないが、もっともっと勉

強し、社内から「いいオフィスを通じて、世界中

にもっといい未来をふやす」こと（フロンティアコ

ンサルティングのミッション）に貢献していきたい

と思う。                                                       ◀

　次回このリレーのバトンは、
フィデリティ証券株式会社の

 

　　　　　 松里裕子さんへ。
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JFMA 事務局

トピックス

新部会「こころとからだのウェルビーイング研究部会」
が発足

　昨今、「働き方改革」や「健康経営」などのキーワードが

注目され、企業経営において働く人の健康が重要な要素で

あると認識される時代になってきました。WHO（世界保健

機関）によれば、「健康とは、単に病気や虚弱という状態で

はなく、身体的、精神的、そして社会的により良い状態（ウェ

ルビーイング）であること」、と定義されています注 1。

　働く人の健康づくりが重要視されるようになったのは、

生産年齢人口、すなわち働き手の数が減少していることが

原因として挙げられ、少ない生産力でいかに企業は成長し

ていくのかという現代型の経営スタイルが模索されている

結果だと考えられます。そして、建設業界においては WELL 

Building Standard などの健康面に配慮した施設認証が世界

規模で開始されるなど、健康の概念は職場環境づくりの重

要なテーマになり始めています。

　こういった社会の変化に対して、JFMA では一昨年から

健康経営タスクフォースを組織し、ファシリティマネジメ

ントが人々の健康やウェルビーイングにいかに貢献してい

けるのかについて、検討を行ってきました。2017 年にはシ

ンポジウムを 5 回開催し、20 名を超える省庁関係者、研究者、

建築家、ファシリティマネジャーなど、それぞれの分野の

トップランナーを招いて、FM と健康・ウェルビーイングに

ついてご講演いただきました。そして、今年はより幅広い

情報収集や知見の体系化を目指して、新たに「こころとか

らだのウェルビーイング研究部会」を設立しました。

　この部会では、「ファシリティマネジメントを通じて、人々

のウェルビーイング（身体的、精神的、社会的に良好な状

態）の実現に貢献し、笑顔と活力の溢れる社会を実現する」

を活動の目的として、人々のウェルビーイングに貢献して

いくファシリティマネジメントの実践法を研究し、発信し

ていきます。この部会で取り扱うウェルビーイングは、身

体的な疲労や疾病といった要素だけでなく、ワーク・エン

ゲイジメント注 2 などの精神的な要素、そして職場での人間

関係などの社会的な要素など、横断的な範囲にわたります。

また、研究対象は、活動当初はオフィスで働く人達に焦点

を当てながら、広げていく意向です。

　部会活動については、月一回の定例会をベースにしなが

らメンバーでディスカッションし、可能であれば実践機会

を持ち、定期的に公開イベントやセミナーを開催して、部

会外にもナレッジを共有していきたいと考えています。ま

た、研究成果が体系的にまとまった際には、必要に応じて

行政への支援や要請の働きかけなども行っていきたいと考

えています。

　活動は今年の 6 月に始動し、開始したばかりですので、

上記の内容にご興味のある方はぜひ気軽にご参加ください。

笑顔が溢れる社会を目指して、新しいファシリティマネジ

メントの在り方を一緒に考えてみませんか。

部会長　髙原   良
たかはら りょう

株式会社イトーキ ソリューション開発統括部
健康ソリューション開発チーム チームリーダー

注 1：公益社団法人日本 WHO 協会では、世界保健機関（WHO）憲章和訳の
見直し作業を行っている。健康の定義に関する部分については、次の
ような訳が検討されている。
“Health is a state of complete physical, mental and social well-
being and not merely the absence of disease or infirmity.”

「健康とは、病気ではないとか、弱っていないということではなく、肉
体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが 満たされた状態
にあることをいいます」

注 2：ワーク・エンゲイジメントとは、従業員の心の健康度を示す概念のひと
つで、仕事に対して「熱意」（仕事に誇りややりがいを感じている）、「没
頭」（仕事に夢中になり集中して取り組んでいる）、「活力」（仕事に積
極的に取り組んでいる）の三つが揃って充実している心理状態を指す。

（『人事労務用語辞典』より）

●参加申し込み、お問い合わせ先

JFMA ホームページより部会参加申込用紙をダウンロードして、
必要事項をご記入の上、FAX をお送りいただくか、下記 E メー
ルにてお申し込みください。

Email :research@jfma.or.jp
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FMのISO国際規格、ISO 41001の発行によせて

　2018 年 4 月、「ISO 41001 ファシリティマネジメント」

が発行され、足かけ 6 年続いた国際規格づくりも一段落し

た。これを機会に FM の ISO 国際規格 ISO 41001 について

概要を紹介する。

　ファシリティマネジメントの ISO 規格を作成しようという

構想は 2012 年に英国規格協会が新業務項目提案を ISO 本部

に提出してからである。それに呼応して日本でも積極的に国

際規格づくりに対応していくこととなった。JFMA は審議団

体として国内 ISO 委員会を設立し、毎年開催した ISO 国際会

議に委員を参加させ、国際規格に日本の意見を反映させるべ

く努力した。そして、2017 年に「ISO 41011 ファシリティマ

ネジメント用語集」および「ISO 41012 戦略的業務委託と合

意書作成の手引き」が発行され、今年 2018 年に FM 初の認

証規格である ISO 41001 が発行されることとなった。

　ISO 41001 の発行と時期を同じくして、日本のファシリ

ティマネジメントの教科書である『公式ガイド ファシリ

ティマネジメント』（以下、公式ガイド）が 2018 年 1 月に

発行された。公式ガイドは ISO 41001 の思想を随所に反映

させており、両者は整合された内容となっている。このため、

ISO 41001 の認証を取得しようとするためには、公式ガイ

ドの活用例を参考にすることができ、効率的に FM 業務プ

ロセスを構築できるであろう。

　それでは、ISO 41001 の特徴を見ていこう。

①経営の効率化やコアビジネスを支援することが明記され

ており、従来の機能の一部分を規格化した ISO と異なり、

ビジネスの成功を目的とした ISO 規格である。

②グローバルな競争環境で持続可能で生き残ることを目標

とし、プロセスは計画段階を重視した PDCA サイクルで

構成されている。

③ 統 合 さ れ た FM サ ー ビ ス を 要 求 し て い る。 こ れ は ISO 

41012 の要求事項にも通じており，ソーシング戦略とし

て、いかに効率的に調達を行うか、あるいは FM サービ

スを提供するかについての検討を要求している。

④緊急事態の対応を重視している。昨今の自然災害の多発

やテロなどを背景に、事業継続と緊急事態に備えること

を要求しており、非定型業務（緊急事態）への監視を行

うことがマネジメントレビューで要求されている。まさ

しく現状の世界を反映している

⑤情報管理や ICT の活用を重視している。ICT の進歩は目覚

ましく、それらの活用なしでは FM は成り立たない。ISO 

41001 では改めて情報管理の効率的利用を要求している。

　以上の特徴があるが、これらは公式ガイドに掲載されて

いる内容と重なる部分も多いことがわかる。

　従来の ISO 規格は書類整備が中心で、企業の負担が大き

かったことは事実である。ISO 本部もその点を反省し、方

針を転換して、実際の業務に役立つ ISO 規格の開発に取り

組んでいる。かつ経営全体を対象とする ISO 41001 はファ

シリティを対象としているため、JFMA としては、自治体

や企業の経営に役立つツールであると確信し、積極的にプ

ロモーションを実施することとしている。

　ぜひとも ISO 41001 を理解し、経営力を高めるために活

用を検討してほしいと願っている。

川村 正夫
かわむら まさお

JFMA  ISO 推進部長

ISO 41001 PDCAプロセスアプローチ ISO 41001の10段階のプロセスフロー



Information│ご案内

JFMAが主催するイベントのご案内です。

参加ご希望の方は、JFMAホームぺージ（セミナー一覧）よりお申し込みください。
http://www.jfma.or.jp/seminar/index.html
なお、タイトルや講師等、変更になる場合があります。お申し込みの際は、ホームページにて最新情報をご確認ください

セミナー・イベント
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開催日・期日 セミナー・イベント 会　場 CFMJ 資格登録更新講習
B ポイント 掲載頁

8/1 ～ 9/20 2018（平成 30）年度 認定ファシリティマネジャー
資格更新登録の申し込み

― ― P53

8/3 初級 FM スクール（2018 年度 第 1 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント P54

8/24・25・31
9/1・7・8

FM サマースクール JFMA 会議室（予定） 18 ポイント / ６日間 P54

9/22~9/30 2018 年北欧 3 国 FM 視察調査団
申し込み締め切り　7/20
事前打ち合わせ（予定）　9/3 16:00-18:00 JFMA 会議室 
視察報告会（予定）　11/21 16:00-18:00 JFMA 会議室

北欧（フィンランド・
スウェーデン・デン
マーク）

― P55

10/10・12（東京） 認定ファシリティマネジャー資格更新講習 D 方式

東京会場
（第一回、第二回共）

学術総合センター内
一橋大学一橋講堂　
中会議場

― P53

10/10~12 危機管理産業展（RISCON TOKYO）2018 出展 東京ビッグサイト ― P54

10/19 初級 FM スクール（2018 年度 第 2 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント P54

10/20（大阪） 認定ファシリティマネジャー資格更新講習 D 方式 大阪会場
大阪商工会議所６Ｆ
白鳳の間

P53

11/2・9・16 FM 上級セミナー JFMA 会議室（予定）

1 講座につき
1 ポイント

（全講座受講者は
8 ポイント）

P55

12/7 初級 FM スクール（2018 年度 第 3 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント P54

発売書籍のご案内 発行予定日

『未来を拓くファシリティマネジャーの皆さまへ』（発行 JFMA） 2018 年 7 月 ― P55

 ■ ウィークリーセミナー 　 　　
事務局 ： 岡崎 文男

水曜日にFMに関するさまざまなテーマについていろいろな視点からのセミナーや見学会を開催しております。

日　時 ： 水曜日　18:15～20:00
場　所 ： JFMA会議室（セミナーの場合）
参加費 ： 会員2,000円、非会員3,000円

※日時、場所、参加費は、都合により異なる場合があります。

● 8月のウィークリーセミナーは例年通りお休みといたします。
9月の以降の予定は決まり次第、JFMAホームページにてお知らせします。
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 ■ 2018（平成30）年度 認定ファシリティマネジャー（CFMJ）資格更新登録のご案内 　 　　
事務局 ： 梅澤剛／鈴木克己／湯浅諭美

認定ファシリティマネジャー（CFMJ）資格登録制度では、本資格の登録有効期間を5年と定めています。
資格登録の更新は、更新講習の課程を修了し、登録を行うことによって完了します。
ご自身の資格有効期限をぜひご確認下さい

申込受付期間：　2018（平成30）年8月1日（水）～9月20日（木）
JFMAホームページ　http://www.jfma.or.jp/    （メニューバー＞認定ファシリティマネジャー資格＞更新登録申請）からお申込ください。

《平成30年度の対象者と受講方法》

（ １ ）資格有効期限が2019（平成31）年3月31日 の方
「A～D」の4方式のいずれか１つを修了することにより、『更新登

録（継続）』ができます。
※A、B方式には制限があります。あらかじめご確認ください。

（ ２ ）資格登録したがすでに有効期限が切れている方
「C方式またはD方式」を修了することにより、『再登録』ができます。

（ ３ ）資格試験に合格後5年以内に新規資格登録をされなかった方
「C方式またはD方式」を修了することにより、『新規登録』ができ
ます。

《更新講習4方式について》

◆A方式（JFMA個人会員方式）

受講者が更新登録を継続中で更新登録申込年度を含めて2年以
上継続して公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（以下、
JFMAという）の個人会員であり、かつ直近2年間の個人会費を納入
しており、機関誌等によってFMの最新情報を修得していること、な
らびに更新講習テキストにより自己学習していること。

◆B方式（FM活動ポイント方式）

受講者が更新登録を継続中で前回の登録交付日以降原則として直
近の5年以内に、次の4分野のうち2つ以上の分野においてFM活動
を行い、活動に応じたポイント基準に従って更新書類提出時までに
合計20ポイント以上を取得していること、ならびに更新講習テキスト
により自己学習していること。

（1）実務経験：FMの業務を経験している。
（2）継続教育：FMに関する講習会・セミナー・大会等に参加・受講

している。
※JFMAで開催しているFMセミナーや指定図書（一部）の購読が

対象となります。詳細はJFMAホームページをご参照下さい。

（3）FM団体活動：FM団体の会員になっている、またはFM三団体
にある委員会の委員長経験がある。

（4）FM普及啓発への貢献：FM関係の講演会・講習会等の講師を
務めたことがある、FM関連の書籍・雑誌等の執筆を行ったこと
がある、またはその他FMの普及啓発に貢献したことがある。

◆C方式（在宅講座方式）

受講者が更新講習テキストにより、自習の上、修了考査問題の解答
をJFMAに提出し、修了考査に合格すること。

会場・日時

●東京会場（第1回）

日　時：2018（平成30）年10月10日（水） 　
               13：00～17：00
会　場：学術総合センター内　一橋大学一橋講堂　中会議場

（東京メトロまたは都営地下鉄「竹橋駅」または 「神保町
駅」から徒歩4分）

●東京会場（第2回）

日　時：2018（平成30）年10月12日（金）
               13：00～17：00
会　場：学術総合センター内　一橋大学一橋講堂　中会議場

（東京メトロまたは都営地下鉄「竹橋駅」または 「神保町
駅」から徒歩4分）

●大阪会場

日　時：2018（平成30）年10月26日（金）
               13：00～17：00
会　場：大阪商工会議所　6F 白鳳の間

（大阪メトロ「堺筋本町駅」または「谷町四丁目駅」から徒
歩7分）

※講習会当日は、郵送される「更新票（1）（顔写真を貼付してく

ださい）/ 更新票（2）」および「資格登録証（カード）」をご持参

ください。

《ご案内DM/ご案内メールについて》

受講対象の方へは申込み開始直前（7月予定）にご案内（郵送または
電子メール）を差し上げます。（ご住所、メールアドレス等の変更があ
り、ご連絡がとれない方がいます。変更があった場合は、JFMAホー
ムページより『認定ファシリティマネジャー（CFMJ）資格登録者登録内
容変更届』をダウンロードの上、FAXまたはEメールで必ずご連絡くだ
さい。）※受講料等詳細については、ホームページに掲載されている

「2018（H30）年度　認定ファシリティマネジャー（CFMJ）資格 更新

講習・更新登録案内書」をご覧ください。

◆D方式（集合講座方式）

受講者が更新講習テキスト（当日配布）に基づく集合講座を受講し
修了すること。
※集合講座は、次の通り開催される予定です。但し、会場は変更

される場合がありますので、JFMAホームページにて最新情報を

ご確認ください。



Information│ご案内

 ■ 初級FMスクール 　 　　
事務局 ： 土屋知彦

日　程 ： 第1回 2018年8月3日(金)[満員御礼！申込受付終了しました]

第2回 2018年10月19日(金)

第3回 2018年12月7日(金)

時　間 ： いずれも  10:00～17:30

会　場 ： JFMA会議室（東京都中央区日本橋浜町2-13-6 浜町ビル6F）

※同じ内容で３回開催します。どちらか１回にご参加ください。

毎年8月、10月、12月に同内容にて年３回実施している１dayスクールで、毎年大変ご好評いただいています。
2018年に発刊された新教科書『公式ガイド ファシリティマネジメント』をベースにした、FMに関する入門講座で、FMを始められる方、
また基礎をしっかりと学びたい方、経営者、管理者からFM初心者まで、そして改めてFM全体を俯瞰しようとする方にも最適です。 

参加費 ： 会員 10,000円　非会員 15,000円　(税込価格) 
　　     （テキストおよび昼食付き）

講　師 ： 新教科書執筆に携わった、
FM分野の第一線で活躍している講師陣 　

定　員 ： 各回 24名 （申込順 定員になり次第申込受付を終了します）

 ■ FMサマースクール2018 　 　　
事務局 ： 土屋知彦

今年もFMのプロフェッショナル養成講座、JFMA FMサマースクールを開催します。ファシリティマネジャーに求められる3つの能力、
「ホスピタリティ能力」「基本ビジネス能力」、そして「FM専門知識・技術」を集中して学ぶサマースクールは、体験型のFM塾6日間
コースです。 「専門分野を横断的にマネジメントするための人材の育成」を目的に、ファシリティマネジャーに必要な基本的知識と実
務に役立つ心構えから戦術・戦略論まで、FMを体系立てて学ぶカリキュラムは、FMの専門知識だけではなく、ビジネスに必要な対人
能力と経営センスを総合的に学べるめったにないチャンスです。
2018年度は今年1月に発刊された新教科書『公式ガイドファシリティマネジメント』の全容に
ついてもご紹介いたします。 カリキュラムは、中堅のファシリティマネジャー向けですが、FM
ビギナーの方やベテランの方にもご参加いただける充実した内容にしています。FMの基礎
から最新事例まで最前線の講師陣から学べるこの機会にぜひご参加ください。

日　程 ： 2018年8月24日（金）・25日（土）・31日（金）・9月1日（土）・7日（金）・8日（土）（ ６日間） 

時　間 ： いずれも  10:30～17:20（予定）

場　所 ： JFMA会議室

講　師 ： 大学、外部コンサル等専門会社、会員企業、JFMA事務局 ほか

定　員 ： 24名（先着順：申込み順に定員になり次第受付終了します。お早めにお申込み下さい。） 

受講料 ： JFMA会員 ： 60,000円　非会員 ： 70,000円　学生 ： 20,000円 
　            （全６日間受講／税込価格、テキスト・昼食込み）   ※詳細は、JFMAホームページをご覧ください。

 ■ 危機管理産業展（RISCON TOKYO）2018に出展 　 　　
事務局 ： 清水静男

JFMAは、国内最大の危機管理トレードショーである危機管理産業展（RISCON TOKYO）2018に出展します。「防災・減災」「セキュ
リティ」「事業リスク対策」の３つを柱に2005年から開催されており、JFMAは、FMの視点での危機管理を展示いたします。

イベント名：危機管理産業展（RISCON TOKYO）2018

会　期 ： 10月10日（水）～12日（金）

会　場 ： 東京ビックサイト　西ホール

主　催 ： 株式会社東京ビックサイト

特別協力 ： 東京都

展示規模 ： 350社

入場料 ： 2,000円（事前登録者は無料）

ご来場お待ちしております。 昨年出展したRISCONの様子
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 ■ 2018年FM上級セミナー 　 　　
事務局 ： 梅澤 剛／湯浅諭美

毎年秋に開催されるFM上級セミナーは、FMに関連するあらゆる分野の最先端情報を提供するセミナーです。
経営層や専門分野の方々に限らず多くの皆さまに受講いただけるよう、具体例を取り入れわかりやすい講義を企画いたします。　

（詳細内容は2018年9月頃JFMAホームページに掲載予定） 

日　程 ： 2018年11月2日（金）、9日（金）、16日（金）の3日間

時　間 ： 1日2講座　　1時限目：13：20～15：20
　　　　　　　　　　 2時限目：15：30～17：30（予定）
会　場 ： JFMA会議室

定　員 ： 26名

申　込 ： JFMAホームページよりお申込みください。

受講料 ： 未定

ポイント： CPD研修セミナーのポイントが取得できます。
　　　　 （1講座／1ポイント、全講座受講者は8ポイント）

 ■ 書籍 　 　　

『未来を拓くファシリティマネジャーの皆さまへ』販売開始

『公式ガイド ファシリティマネジメント』をFMの新教科書として、2018年1月に発行しまし
た。本書『未来を拓くファシリティマネジャーの皆さまへ』は、その教科書の裏本（？）として
企画しました。教科書には掲載しにくいけれどファシリティマネジャーの皆さまには参考に
なるようなお話しをファシリティマネジャー自身に執筆いただきました。本編、特別寄稿に
加え、ちょっとした小話をまとめたコラムで構成しています。ＦＭをポジティブ思考で、楽し
みながら進める多くのヒントが詰まっています。ＦＭをこれから始めようと考えておられる皆
さまや、ＦＭを愛してやまない皆さまにとって、本書が新たなステップを踏み出すきっかけ
になれば幸いです。

著　者 ： JFMAユーザー懇談会有志

編　者 ： JFMA教育研修委員会

発　行 ： 公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

価　格 ： 1,200円（税別）

仕　様 ：  B5判　126ページ

事務局 ： 土屋知彦
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 ■ 2018年 北欧3国FM視察調査団 　 　　
事務局 ： 川村正夫

JFMAでは、毎年世界のさまざまな地域でのＦＭの現状を視察･情報収集し、グローバルな視点でのＦＭ市場性を調査しております。
今年は幸福度が高くウェルビーングな働き方の先進国で、公民連携やオープンイノベーションの観点からも注目されている北欧の３
都市（フィンランド・ヘルシンキ、スウェーデン・ストックホルム、デンマーク・コペンハーゲン）を訪問し、さまざまなFMの現場を視察・
調査します。ヘルシンキとストックホルム間は豪華客船クルーズ、コペンハーゲンへは国際特急列車で移動し、先進のホスピタリティも
調査します。女性にも参加しやすい内容となっております。

日　程： 2018年9月22日（土）～ 9月30日（日）
7泊9日（機中1泊） 往復JALを利用

訪問先： フィンランド、スウェーデン、デンマーク
主要訪問先： 先進企業オフィス、先端医療施設、教育施設、

商業施設、歴史的建造物ほか

団　長 ： 齋藤敦子氏（ JFMA広報委員長、コクヨ）
募集定員： 25名
参加費 ： 66万円（1人1室、燃油・空港諸税別途）



Report│ご報告

● EFMC 2018 参加報告 
欧 州 最 大 のFM組 織 のネットワーク、EuroFMの 国 際 大 会EFMC 

（European Facility Management Conference） 2018に 参 加 し

ましたので報告します。

主　催 ： European FM Network

月　日 ： 2018年6月5日～7日

場　所 ： ブルガリア・ソフィア市

参加者 ： 松岡 利昌 （JFMA理事）

             川村 正夫 （JFMA事務局）

・ JFMA理事の松岡利昌氏が、Ambassador（ユーロFM日本大使）

に就任したことにより、Ambassador会議に出席（5日）

・ 周囲360度に座席のある会場で、4名のパネルディスカッションに

おいて松岡氏がモデレータを実施（6日）

・ FM in Asiaというコーナーで川村正夫氏が公式ガイドの作成に

ついてプレゼンを実施（7日）

 ■ イベント・セミナー等 実施報告                                                     

● JFMA平成30年度 第1回理事会 開催報告 
今年度最初の理事会が5月17日（木）、ロイヤルパークホテル（東京都中央
区）にて開催されました。
出席者は、山田匡通会長を筆頭に、副会長６名全員、野村春紀、秋元茂樹
両監事および理事の方々、また交代予定の方々もオブザーバーとしてご参
加いただき、総勢29名での開催となりました。
山田匡通会長が議長を務め、下記議案の審議決議があり、6月に開催予定
の通常総会に付議されることとなりました。

Ambassador会議の様子

モデレータを務める松岡氏 川村氏によるプレゼン

決議事項　第１号議案　平成29年度 事業報告及び決算報告の件（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

　　　　　第２号議案　理事選任の件

また、下記事項の報告がなされました。

報告事項　報告１　コンプライアンス活動状況報告

　　　　　報告２　会員入会状況報告

　　　　　報告３　代表理事及び業務執行理事の職務執行状況報告

● JFMA平成30年度 第1回通常総会 開催報告 
6月14日（木）、今年度最初の総会がJFMA事務所会議室にて開催されました。
出席者は、山田匡通会長、牧貞夫副会長、大井清一郎副会長、野村春紀監事、および理事の方々、法人会員の方々が会されて
の開催となりました。なお、下記議案は全て原案どおりに可決されました。

第１号議案　平成29年度事業報告及び決算報告の件（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

第２号議案　理事選任の件

また、下記事項について報告がありました。

報告１　平成30年度事業計画及び収支予算の件（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
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川村氏によるプレゼン

Report│ご報告

  　
● ウィークリーセミナー 

次の通り開催しました。

[WS-0536]（4/25）「JFMA賞から学ぶFMのイロハ」 講師：成田 一郎（JFMA）

[WS-0537]（5/8）JFMA賞シリーズ-2  第12回JFMA賞最優秀FM賞(鵜澤賞）
ひと・まち・情報  創造館  武蔵野プレイス見学会「アクションの連鎖」 

[WS-0538]（5/23）JFMA賞シリーズ-3  第12回JFMA賞奨励賞
株式会社リンクアンドモチベーション見学会「FMによるエンゲージメント経営の実践」 

[WS-0539]（5/30）JFMA賞シリーズ-4  第12回JFMA賞功績賞
解説書『公共施設マネジメントのススメ』  講師 ： 堤 洋樹（前橋工科大学）

[WS-0540]（6/6）JFMA賞シリーズ-5  第12回JFMA賞優秀FM賞  
キユーピー株式会社 仙川キユーポート見学会「グループ協働を促進するFM」

[WS-0541]（6/20）JFMA賞シリーズ-6  第12回JFMA賞優秀FM賞　
多摩医療PFI株式会社 見学会「創造的FM手法による公民のパートナーシップの実現」

[WS-0542]（6/27）「オーストラリアの先進事例を参考にした日本人のためのオフィスの在り方―
社員にとっての幸福と企業にとっての生産性は高次元で両立する」　講師：奥 錬太郎 （Calder コンサルタンツ ジャパン）

[WS-0544]（7/11）「ビルメンロボ協議会—ここまで来た!!業務用清掃ロボットの最新動向」
講師：田中 幸仁 （経済産業省）

[WS-0545]（7/19） 三菱地所株式会社 新本社オフィス見学会

[WS-0543]（7/25） 「デンマーク『働く』のユートピアを求めて」  講師 ： 遅野井 宏（株式会社オカムラ）

● 出展報告 

■自治体総合フェア2018にブース出展

一般社団法人日本経営協会主催の「自治体総合フェア2018」は、「企業立地

フェア2018」と併設で開催され、JFMAもブースを出展しました。このフェアで

はサプライヤーと自治体が7つのエリアに分かれて100を超すブースを出展

し、会期中には約12,000人が来場しました。

JFMAは、大手家具メーカーに交じって「公共施設・オフィス環境エリア」に

出展しました。出展内容の中心は、やはりJFMA賞受賞団体の紹介と公共

FMに有用な書籍の紹介です。最優秀FM賞を受賞した「武蔵野プレイス」

に、来場者の高い関心が寄せられました。

実施時期 ： 5月16日(水)～18日(金)

会　場 ： 東京ビックサイト　西3ホール

主　催 ： 一般社団法人日本経営協会

■第13回 総務・人事・経理ワールド　オフィスサービスEXPOに出展

今回初めて「総務・人事・経理ワールド」にJFMAとして参加しました。今回の

出展に関しては、JFMA「ユーザー懇談会」の方々にご協力をいただきました。

ユーザー懇談会世話人のおひとりである、日産自動車（株）金 英範氏が「戦

略総務が経営へ与える影響力」のテーマで講演しました。JFMAブースには

多くの方にご来場いただきました。ありがとうございました。

実施時期 ： 2018年7月11日（水）～13日（金）

会　場 ： 東京ビックサイト　東8ホール

主　催 ： リード エグジビション ジャパン株式会社

東京ビッグサイトでの展示
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Report│ご報告

● 「グローバル化するFM」セミナー開催報告

JFMAが当初から開発に参加していたFM ISO認証規格ISO 41001が4月に発行され、
プロモーション活動としてセミナーを開催しました。本ISOは従来と異なり企業経営の
仕組みそのものであり、業務プロセスの標準化やベストプラクティスとしての活用など、
企業や自治体のマネジメントに大変役立つ規格となっています。講義は、FMの国際動
向や規格概要、企業での活用方法など多方面から分かりやすく説明し、参加者も熱心
に聴講され、終了後に講師への質問が続くなど大変好評でした。

JFMA● 新任のごあいさつ

天津 健太郎  あまつ けんたろう ● 熊本県出身、趣味：スタジオエクササイズ

2018年7月1日付で大成建設株式会社より出向し、事務局業務を担当させていただくことになりました
天津健太郎です。建設会社の中にあって、入社後37年間のうち約20年間FM関連業務に従事してきま
した。熊本県出身で、「くまモンの兄」を自称しています。 出向元のグループ理念は「人がいきいきとす
る環境を創造する」です。これは私自身の生活で求める理念でもあり、FMにも全く通じると考えています。
これからはこの理念のもと、当協会の業務を通じて、FMがさらに社会に共感され、普及・定着し、くま
モン同様、JFMAと私自身ともども皆さま方に、より愛される存在となるよう努めますので、よろしくご
指導のほどお願い申し上げます。

● 『公式ガイド ファシリティマネジメント』発刊記念セミナー開催報告
2018年1月に発刊した『公式ガイド ファシリティマネジメン
ト』を全国各地に紹介するため、3月から5月にかけて全国9
会場でセミナーを開催しました。東京会場では参加希望者が
多いため急遽会場を変更するなど、関心の高さがうかがえま
した。参加者の多くはファシリティマネジャーの資格を持って
おり、旧テキストに対しどのように変更されたのか等について
把握しようと真剣に受講されていました。

大阪会場

ISO 41001に関するセミナー（JFMA会議室）

名古屋会場

開催日・会場・参加者数

講　師 ： 金 英範、齋藤 敦子、重綱 鉄哉、松岡 利昌、丸山 玄、
渡辺 光、成田 一郎、村尾 幸彦、川村 正夫

テーマ：企業力を高めるISO 41001(ISO認証規格)の全容を知る
開催日：2018年6月28日（木）
会　場：JFMA会議室
講師と内容：趣旨説明　成田 一郎 （JFMA）

「FM国際動向及びISO FMと公式ガイドの関係」　松岡 利昌 （JFMA）

「ISO FM概要版と認証制度」　青木　泉 （JACO）

「FM事業のベストプラクティスのために」　山本 富夫 （JACO）

「分かりやすいユーザーズガイドの紹介」　川村 正夫（JFMA）

日程 地域 セミナー会場 参加者数

3 月 07 日 (水) 福岡 福岡商工会議所 20 人
3 月 16 日 (金) 大阪 大阪科学技術センター 82 人
3 月 23 日 (金) 広島 広島商工会議所 13 人
3 月 30 日 (金) 高松 高松商工会議所 14 人
4 月 13 日 (金) 東京 一橋大学　一橋講堂　 371 人
4 月 19 日 (木) 名古屋 名古屋商工会議所 69 人
4 月 27 日 (金) 金沢 石川県教育会館 15 人
5 月 10 日 (木) 仙台 フォレスト仙台 27 人
5 月 22 日 (火) 札幌 札幌商工会議所 北海道経済センター 34 人
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役　職 氏  名 担当職務・現職

会　長 山田  匡通 非常勤 （株）イトーキ 代表取締役会長

副会長 長島  俊夫 〃 伊藤滋都市計画事務所 ＰＡＲＴＮＥＲ

〃 牧  貞夫　 〃 ＮＴＴ都市開発（株） 相談役

〃 大井  清一郎 〃 ＪＲ東日本ビルテック（株） 相談役

〃 村田  誉之 〃 大成建設（株） 代表取締役社長

〃 岩崎  芳史 〃 日本郵政（株） 代表執行役副社長

〃 西貝  昇　 〃 三菱地所（株） 取締役 執行役常務

専務理事 成田  一郎 常　勤 （公社）日本ファシリティマネジメント協会 専務理事

常務理事 村尾  幸彦 常　勤 （公社）日本ファシリティマネジメント協会 常務理事

理　事 中山  一平 非常勤 イオンディライト（株）  取締役会長

〃 大久保  昇 〃 （株）内田洋行 代表取締役社長　

〃 黒田  長裕 〃 （株）ＮＴＴファシリティーズ  代表取締役副社長

〃 賀持  剛一 〃 （株）大林組 執行役員 設計本部長

〃 中村  雅行 〃 （株）オカムラ 代表取締役社長

〃 井田  卓造 〃 鹿島建設（株） 建築設計本部 技師長

〃 黒田  章裕 〃 コクヨ（株） 代表取締役会長

〃 大西  正修 〃 清水建設（株） 執行役員 建築総本部 設計本部 副本部長 

〃 寺島  剛紀 〃 大星ビル管理（株） 代表取締役社長　

〃 道永  剛 〃 （株）竹中工務店 ＦＭ本部長

〃 横山  修三 〃 東急不動産（株） 都市事業ユニット 渋谷プロジェクト推進本部 執行役員 本部長

〃 長澤  泰 〃 東京大学 名誉教授　工学院大学 名誉教授

〃 八木  秀記 〃 東京美装興業（株） 代表取締役社長

〃 中谷 憲一郎 〃 （株）日建設計 執行役員 プロジェクトマネジメントグループ代表

〃 金子  豊 〃 （株）日本経済新聞出版社 代表取締役社長

〃 六鹿  正治 〃 （株）日本設計 最高顧問

〃 米川  清水 〃 日本メックス（株） 相談役

〃 木下  達司 〃 (一社) ニューオフィス推進協会 専務理事・事務局長

〃 松成  和夫 〃 プロコード・コンサルティング 代表

〃 板谷  敏正 〃 プロパティデータバンク（株） 代表取締役社長

〃 米倉 誠一郎 〃 法政大学大学院 教授　一橋大学 特任教授

〃 松岡  利昌 〃 (株)松岡総合研究所 代表取締役

〃 宮田  歩 〃 三井不動産（株） 執行役員 ビルディング本部 副本部長 

〃 森  浩生 〃 森ビル（株）  取締役副社長執行役員 　　　　　　　　　　　

〃 染川  聡一郎 〃 リコージャパン（株） 理事 社会インフラ事業部

〃 田中  淳 〃 （公社）ロングライフビル推進協会 専務理事

監　事 秋元  茂樹 非常勤 東京ガス都市開発（株）  代表取締役社長

〃 野村  春紀 〃 日比谷総合設備（株）  相談役

平成 30 年度 公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会 役員一覧

平成30年7月1日現在

注)  記載順序: 会長、副会長、理事及び監事の順、及び「担当職務･現職」の50音順	
注)  ①理事総数35名　②監事総数  2名	
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 法 人 正 会 員

公益社団法人  日本ファシリティマネジメント協会     法人会員一覧　　　　　　　2018年7月1日現在

株式会社アイスクウェアド
株式会社朝日工業社
朝日航洋株式会社
株式会社アサヒファシリティズ
アズビル株式会社
株式会社安藤・間
イオンディライト株式会社
株式会社イトーキ
イナバインターナショナル株式会社
株式会社内田洋行
株式会社エコ・24
NECネッツエスアイ株式会社
NTTコムウエア株式会社
株式会社NTTデータ
NTT都市開発株式会社
エヌ・ティ・ティ都市開発ビルサービス株式会社
エヌ・ティ・ティ・ビジネスアソシエ株式会社
株式会社NTTファシリティーズ
株式会社NTTファシリティーズFMアシスト
株式会社NTTファシリティーズエンジニアリング
株式会社NTTファシリティーズ総合研究所
株式会社FMシステム
株式会社エフエム･スタッフ
株式会社エムケイ興産
株式会社エム・シー・ファシリティーズ
MUSビジネスサービス株式会社
株式会社オーエンス
株式会社大林組
株式会社オカムラ
株式会社オフィス企画
オムロンエキスパートリンク株式会社
株式会社オリエンタルコンサルタンツ
オリックス・ファシリティーズ株式会社
オリンパス株式会社

株式会社ガイアート
鹿島建設株式会社
鹿島建物総合管理株式会社
関西電力株式会社
関電ファシリティーズ株式会社
株式会社協栄
共立建設株式会社
株式会社熊谷組
株式会社久米設計
株式会社久米電装
グローブシップ株式会社
株式会社くろがね工作所
株式会社計画情報研究所

株式会社ケイミックス
コクヨ株式会社
株式会社コスモスモア
株式会社五星
コニカミノルタ株式会社
株式会社コンステック

株式会社サイオー
株式会社財界研究所
三機工業株式会社
株式会社サンケイビル
三幸エステート株式会社
GEジャパン株式会社
シービーア－ルイー株式会社
JR東日本ビルテック株式会社
株式会社シェルパ
澁澤倉庫株式会社
澁澤ファシリティーズ株式会社
清水建設株式会社
株式会社ジャパンテクニカルソフトウェア
ジョーンズラングラサール株式会社
新生ビルテクノ株式会社
新日鉄興和不動産株式会社
新日本空調株式会社
新日本ビルサービス株式会社
株式会社スクウェア・エニックス
株式会社スターメンテナンスサポート
住友セメントシステム開発株式会社
株式会社スミノエ
星光ビル管理株式会社
株式会社セイビ
株式会社清和ビジネス
株式会社ゼロイン
綜合警備保障株式会社
株式会社総合設備コンサルタント
ソニーコーポレートサービス株式会社

第一商事株式会社
第一生命保険株式会社
株式会社第一ヒューテック
株式会社ダイケンビルサービス
大成建設株式会社
大星ビル管理株式会社
大成有楽不動産株式会社
ダイダン株式会社
太平ビルサービス株式会社
大和リース株式会社
高砂熱学工業株式会社
高砂丸誠エンジニリングサービス株式会社
株式会社竹中工務店
株式会社ディー・サイン

あ

か

さ

た

173会員 （50音順/敬称略）
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富士フイルムビジネスエキスパート株式会社
プラス株式会社
プロパティデータバンク株式会社
一般社団法人北海道ファシリティマネジメント協会

マースジャパンリミテッド
前田建設工業株式会社
株式会社みずほ銀行ファシリティマネジメント部
株式会社ミダス
三井住友建設株式会社
三井不動産株式会社
三菱地所株式会社
株式会社三菱地所設計
三菱地所プロパティマネジメント株式会社
三菱地所リアルエステートサービス株式会社
室町建物株式会社
明豊ファシリティワークス株式会社
森トラスト株式会社
森ビル株式会社

株式会社安井建築設計事務所
株式会社山下設計
株式会社山下ＰＭＣ
ヤマトオートワークス株式会社
株式会社横浜銀行

株式会社LIXIL
株式会社リクルート
リコージャパン株式会社
リリカラ株式会社
公益社団法人ロングライフビル推進協会

インテル株式会社 
ＡＮＡファシリティーズ株式会社 
エーエフマネジメント株式会社 
株式会社エフエム・ソリューション 
株式会社構造計画研究所 
株式会社サンコー 
JXTG エネルギー株式会社 
株式会社セノン 
日本印刷株式会社  
農林中金ファシリティーズ株式会社 
パワープレイス株式会社 
株式会社ピーディーシステム 
福井コンピュータアーキテクト株式会社 
富士ビジネス株式会社 
株式会社文祥堂 
株式会社ライオン事務器 

株式会社ティ・ユー・メタル
テクノス株式会社
テルウェル東日本株式会社
株式会社電通ワークス
株式会社東急コミュニティー
東急不動産株式会社
東京海上日動ファシリティーズ株式会社
東京ガス都市開発株式会社
東京建物株式会社
東京美装興業株式会社
東京不動産管理株式会社
東テク株式会社
東電不動産株式会社
戸田建設株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社トヨックス

西松建設株式会社
ニチビル株式会社
株式会社日建設計
株式会社日積サーベイ
株式会社日設
日本郵政株式会社
日本環境クリアー株式会社
株式会社日本環境認証機構
日本管財株式会社
日本空調サービス株式会社
株式会社日本経済新聞出版社
日本コカ・コーラ株式会社
株式会社日本設計
日本電技株式会社
日本土地建物株式会社
日本メックス株式会社
一般社団法人ニューオフィス推進協会
株式会社野村総合研究所
野村不動産投資顧問株式会社

パーソルファシリティマネジメント株式会社
パシフィックコンサルタンツ株式会社
株式会社パスコ
株式会社ハリマビステム
阪神高速技術株式会社
株式会社ビー・エイチ・シー
株式会社ビケンテクノ
株式会社日立ビルシステム
日比谷総合設備株式会社
日比谷通商株式会社
ファシリティ パートナーズ株式会社
富士ゼロックス株式会社
株式会社フジタ
株式会社富士通マーケティング

な

は

ま

や

ら

 法 人 準 会 員

JFMAの運営は、会員の皆さまのご協力によって成り立っています。

16会員 （50音順/敬称略）
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編集後記
　近年、ファシリティマネジメント（FM）の領域がどんどん広がっています。オフィ

ス中心で、戦略より運用面が重視されていた時代から、あらゆる用途に、そして

経営戦略を受けて「FM戦略・計画」→「プロジェクト管理・運営維持」→「評価」

→「改善」というPDCAを回し、いかにスパイラルアップするかという時代になっ

てきています。

　そして、そのマネジメントする範囲もどんどん広がっています。いったいどこま

でマネジメント対象とするかと思われるかもしれません。教科書的ではありませ

んが、私は自分で必要と思う範囲をマネジメントすればよろしいと思います。そ

れをマネジメントすることによりどれだけ人・組織・社会に影響を与えるかで判断

すべきです。その範囲はハードからソフト、そして働き方改革まで広がっています。

　今回は、さまざまな用途に広がるＦＭについて、寄稿をいただき、また取材を

いたしました。用途は変わってもＦＭの基本概念は変わりません。今回の取材で

も、インタビューさせていただいた経営トップの方から、「私も認定ファシリティマ

ネジャーです」とのお言葉をいただいた時には、嬉しさとともにまさにFMの広がり

を感じました。今号で、その広がりの一端でも感じていただけましたら幸いです。

　　　　　　　　　　　　                 （成田 一郎）

●次号予告　　　　

JFMA JOURNAL  2018  
AUTUMN
ジャフマジャーナル 28 （ No.192）　  

まちづくりをマネジメントする （仮題）

　今号に続き、次号でもさまざまな施設やインフラ
のマネジメントをご紹介します。
　高齢化や人口減少、産業の衰退、施設やインフラ
の老朽化など、さまざまな課題を抱える地域を活性
化させ、次世代へつないでいくための方策が模索さ
れています。
　FMは社会課題に対し、どのような貢献ができるで
しょうか。
　観光地の有料道路を運営する会社は、データを
活用した道路の維持管理をしながら、まちづくりに
参画しています。次号では、ファシリティマネジメント
やアセットマネジメンの面的な広がりや、地域社会
への貢献にフォーカスしたいと思います。

＊内容は変更になる場合があります。

　JFMA ジャーナルは Amazon ならびに JFMA ホームページからも購入いただけます。

●No.184　2016   AUTUMN   
特集 ファシリティマネジメントの
     未来を語ろう

     JFMA法人化20周年記念特別号　 

●No.183　2016   SUMMER   
特集 熊本地震に学ぶ
　 減災と復興のためのFM

●No.182　2016   SPRING 
   特集 JFMAフォーラム2016

イノベーションー進化する都市・企業・ファシリティー

●No.181　2016   WINTER 
   特集 健康経営を支えるファシリティマネジメント

求められるのは、社員の健康を維持し、
              生産性を高めるためのワークプレイス

●No.180　2015   AUTUMN 
   特集 CRE・PREマネジメント戦略とFM

企業不動産・公的不動産の戦略的な活用で
               企業や地域の「価値」を高める

●No.179　2015   SUMMER 
   特集 FMでホスピタリティを高める

       おもてなし空間に学ぶホスピタリティと施設経営

■JFMA ジャーナル バックナンバー

定価1.200円/会員価格1,000円
＊No.182のみ定価1,500円/会員価格1,200円
※いずれも税別・送料別　

Eメール、FAXでお申込みください。

Eメール ： book@jfma.or.jp　FAX ： 03-6912-1178 

●No.187　2017   SUMMER   
特集 まちづくりを担う公共図書館とFM
     図書館に学ぶ場づくりと価値創造　 

●No.189　2018   WINTER         
特集 FM視点で考えるこれからのワークプレイス 2
     まちにつながるワークプレイス　 

●No.186　2017   SPRING   
FACILITY MANAGEMENT FORUM 2017 特別号
第11回 日本ファシリティマネジメント大会
FM思考で社会・経営の課題を解決する

●No.185　2017   WINTER   
特集 JFMA設立30周年特別号
     FM渡来30余年。次のステージへTRY

●No.188　2017   AUTUMN         
特集 FM視点で考えるこれからのワークプレイス
     人財の力を最大化するための場づくり　 

●No.190　2018   SPRING   
FACILITY MANAGEMENT FORUM 2018 特別号
第12回 日本ファシリティマネジメント大会
Hello Next !働き方を変える、街を変える。
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 第12回  
日本ファシリティマネジメント大賞  JFMA賞

ファシリティ
マネジャー

の仕事

●特集

平永 那々子 フロンティアコンサルティング

私のミッションのひとつは、
自分のオフィスが社員にとって
お客様や家族に魅せる、
自慢したいオフィスにすること。

高松空港
道の駅八王子滝山
商業施設
オークラ ニッコー ホテルマネジメント
三菱UFJモルガン・スタンレー証券
鴨川シーワールド
サービス付き高齢者向け住宅 銀木犀

社会や時代の変化を先取りし、
　　　            ユーザーニーズに応える 

さまざまな施設を
    マネジメントする

ひと・まち・情報 創造館 武蔵野プレイス ―「アクションの連鎖」―
東京都武蔵野市　武蔵野生涯学習振興事業団
創造的ＦＭ手法による公民のパートナーシップの実現 
―我が国最大の病院 PFI 事業―
多摩医療 PFI 
グループ協働を促進するFM 
―その会話から生まれる 未来とつながる―
キユーピー

特別寄稿
インフラ維持補修・
更新費の中長期展望
内閣府 貴田 勝太郎

松島 大樹
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